
世帯と人口（平成16年12月1日現在〈±前月比〉) ○人口 113,522〈＋275〉（内、外国人登録者数…1,516〈＋5〉） 男…56,851〈＋169〉女…56,671〈＋106〉 ○世帯数 52,591〈＋92〉(住民基本台帳・外国人登録による）
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主
な
記
事

「年末年始・休日・夜間の水道事故」などの
受付窓口

【受付内容】年末年始・休日・夜

間に発生した水道管の漏水事故

の通報や緊急を要する問い合わ

せなど【受付窓口・電話】多摩水

道管理室1（042）521-3331

【受付時間】年末年始（12月29日

（水）～1月3日（月））＝24時間受

付／休日＝午前8時30分～翌日

の午前8時30分／平日夜間＝午

後5時15分～翌日の

午前8時30分

→水道課（内364）

年末年始の

ごみ
・
資源物

収集
日程表

【問い合わせ・申込先】

清掃センター内
生活環境課
1（042）

300－5300
ごみの減量・分別・
リサイクルに
ご協力ください

区 　 　 　 分 最終収集日

12月30日（木）

12月28日（火）

12月27日（月）

12月28日（火）

12月29日（水）

12月30日（木）

12月24日（金）

12月27日（月）

12月28日（火）

12月29日（水）

12月30日（木）

12月24日（金）

12月22日（水）

12月20日（月）

12月27日（月）

月・木の地区

火・金の地区

月 の 地 区

火 の 地 区

水 の 地 区

木 の 地 区

金 の 地 区

月 の 地 区

火 の 地 区

水 の 地 区

木 の 地 区

金 の 地 区

市 内 全 域

第1第3月曜日拠点

第2第4月曜日拠点

収集開始日

1月 6日（木）

1月 4日（火）

1月10日（月）

1月 4日（火）

1月 5日（水）

1月 6日（木）

1月 7日（金）

1月 10日（月）

1月 4日（火）

1月 5日（水）

1月 6日（木）

1月 7日（金）

1月 5日（水）

1月17日（月）

1月10日（月）

も や せ る ご み

もやせないごみ

ペ ッ ト ボ ト ル
（資源物・拠点収集）

（資源物）
資源プラスチック　
ビン・カン

（有害ごみ）
乾電池・スプレー缶
蛍光灯・体温計
ライター

新聞紙・雑誌・紙パック
衣類・ダンボール
その他紙類

申込み締切日
12月16日（木）
申込締切日以降の
受付はしません

申込み開始日
1月4日（火）
収集開始日

1月13日（木）

○事業系の粗大ごみは回収しません。
○粗大ごみについては回収できない品物もありますので、清掃センターへお問い
合わせください。
○新しい物への買い替えの際は、販売店に引き取ってもらうようにお願いします。

粗大ごみ

最終持ち込み日時
12月28日（火）
午後4時まで

上記日時以外の持ち込みは一切お断りします

持ち込み開始日時
1月14日（金）

※時間についてはお問い合わせください

○清掃センターに持ち込むことのできる品物・日時は制限されています。持ち込
みについては必ず事前に電話で清掃センターへご連絡をお願いします。

清掃センターへの
持ち込み

事前申込み制

申込み締切日
12月27日（月）
最終汲み取り日
12月28日（火）

申込み開始日
1月4日（火）
汲み取り開始日

1月7日（金）

○し尿汲み取りの最終日は12月28日（火）です。余裕を持ってお申込みください。

し尿汲
く

み取り

年末年始 市役所窓口案内 年末年始 市役所窓口案内 年末年始 市役所窓口案内 

区分 年末締切日 年始開始日

今号が今年最後の市報です。年の瀬を
迎え、年末年始の市役所窓口業務と、ご
み・資源物収集の日程をお知らせします。
年末年始の窓口は大変混雑しますので、
お早めに用事を済まされるようお願いし
ます。また、ごみ・資源物の最終収集日
などにもご注意ください。

市内の木々も冬仕度（都立殿ケ谷戸庭園の雪吊り）

冬至の日、「ゆず湯」に入

ると1年中病気にかから

ないと昔から伝えられて

きました。

ゆずの香り高い風呂にゆっくりとつかると、ゆず

に含まれるビタミンCとクエン酸が肌を引き締める

作用があります。あわただしい年の瀬の疲れを「ゆ

ず湯」で癒
いや

してみてはいかがでしょう。家庭風呂に

は無い銭湯（公衆浴場）の良さも発見できるかもし

れません。ぜひご家族皆さんでお出かけください。

【実施日】12月21日（火）【実施公衆浴場・時間】福の

湯（本多2-15-15）午後4時～11時／桃の湯（東元町

3-1-20）午後4時～11時30分／孫の湯（東恋ヶ窪2-

24-1）午後4時～9時

※当日は小学生以下と65歳以上は無料です。

→経済課（内396）

“ゆず湯”で暖まりましょう“ゆず湯”で暖まりましょう“ゆず湯”で暖まりましょう

区　分

市役所窓口
（市民活動センター含む）

光町サービスコーナー

国分寺駅北口
サービスコーナー
委託窓口の申込み
（住民票の写し・母子健康手帳）

証明書等自動交付機

公民館

図書館

児童館

子ども家庭支援センター
ファミリー・サポート・センター
福祉センター
シルバー憩の家
スポーツセンター
ひかりスポーツセンター
室内プール（プール）
〃　 （その他）

Ｌホール

市立いずみホール

地域センター

文化財保存館・文化財資料
展示室・民俗資料室

ひかりプラザ

有料自転車駐車場

東戸倉自転車保管所

＊1…休日納税窓口は開いています（詳しくは8ページに掲載）。
＊2…住民票・母子手帳（市民課）、課税証明・非課税証明・所得証明（課税課）、納税証明（納税課）は、28日（火）午後5時まで

に担当課へ電話で予約していただければ、28日は午後10時まで、年末年始は午前8時30分～午後5時に市役所本庁舎1
階当直警備員室で受け取れます。

＊3…婚姻届・死亡届などの戸籍の届出は、休み中でも当直警備員室で受け付けています。

12月 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1月 2日 3日 4日 5日 6日
25日（土）（日） （月） （火） （水） （木） （金） 1日（祝）（日） （月） （火） （水） （木）

午後5時まで
＊2
午後5時
まで
午後7時
まで
午後3時まで

＊1 ＊3

※受け取れる日は店によって異なりますので、申込み時にご確認ください

■ 休館・休業日
■ 平常業務　

発行／国分寺市　編集／政策部秘書広報課 〒185-8501 東京都国分寺市戸倉1-6-1  1（042）325-0111 市長へのファクス5（042）324-0906 市ホームページ http://www.city.kokubunji.tokyo.jp



【
日
時
】
平
成
17
年
1
月
10
日
-
午
後

1
時
30
分
〜
（
受
付
1
時
〜
）【
会
場
】

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
【
対
象
】
昭
和

59
年
4
月
2
日
〜
60
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
12
月
中
旬
に
ハ
ガ

キ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

→
生
涯
学
習
推
進
課
（
内
463
）

東
京
都
は
、
災
害
時
に
東
京
都
と

市
区
町
村
を
結
ぶ
情
報
連
絡
手
段
と

し
て
防
災
無
線
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
機
器
の
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
こ
と
か
ら
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
更
新
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
市
役

所
本
庁
舎
屋
上
に
配
置
さ
れ
て
い
た

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
、
市
役
所
前

庭
に
新
設
し
た
鉄
塔
に
取
り
付
け
、

各
種
装
置
も
鉄
塔
脇
の
無
線
局
舎
に

設
置
し
ま
し
た
（
左
写
真
）。

ま
た
こ
れ
に
併
せ
て
く
ら
し
の
安

全
課
の
事
務
室
を
第
4
庁
舎
2
階
に

移
し
、
無
線
電
話
・
無
線
フ
ァ
ク
ス

等
の
機
器
類
を
配
備
し
ま
し
た
。

→

く
ら
し
の
安
全
課
（
内
373
）

国分寺市役所 1042-325-0111 042-5○○地域から市役所へおかけのときは042をお忘れなく

16・12・15 市役所1（042）325 --- 0111
w市報こくぶんじ市報こくぶんじ 

参
画
参
画 

参
画 

し よ 

う 
市
で
は
、
平
成
17
年
1
月
1
日
に

施
行
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

基
づ
き
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
制
度
」
を
設

け
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
基
づ
く
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
や
「
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、

開
発
事
業
に
関
す
る
近
隣
住
民
お
よ

び
周
辺
住
民
へ
の
助
言
を
行
う
た
め

に
、
市
か
ら
都
市
計
画
や
建
築
な
ど

の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
を
派
遣
し
、

市
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
こ
の
制
度
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。
登
録
に
は
、
技
術
士
や
一

級
建
築
士
な
ど
の
資
格
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

→

都
市
計
画
課
（
内
388
）

「
環
境
ひ
ろ
ば
」
は
市
民
の
だ
れ
で
も
が
自
由

に
意
見
を
交
換
で
き
る
場
所
で
す
。

皆
さ
ん
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
19
日
a
午
前
10
時
〜

会
場
　
市
役
所
第
3
庁
舎
第
1
会
議
室

※
詳
し
く
は
環
境
計
画
課
へ

→

環
境
計
画
課
（
内
355
）

●

●

●

12
月
の
環
境
ひ
ろ
ば

●

●
●

〜
国
分
寺
の
環
境
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
〜

会
社
・
個
人
を
問
わ
ず
、
工
場
や

商
店
・
農
業
・
事
業
所
等
を
経
営
さ

れ
て
い
る
方
や
、
駐
車
場
を
貸
し
付

け
て
い
る
方
は
、
そ
の
事
業
の
た
め

に
平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
（
構
築
物
・
機

械
・
器
具
備
品
等
）
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
申
告
書
を
所
有
者
あ
て

に
送
付
し
ま
し
た
が
、
該
当
す
る
方

で
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
課
税
課
固

定
資
産
税
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
17
年

1
月
31
日
b
で
す
。
お
早
め
に
提
出
く

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
税
務
署
に
青
色
申
告
等
を

す
る
方
も
、
市
に
償
却
資
産
の
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
償
却
資
産
の
具
体
例
】
喫
茶
・
飲
食

業
＝
内
装
工
事
・
看
板
・
厨
房
用

品
・
接
客
用
家
具
備
品
・
カ
ラ
オ
ケ
・

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
な
ど
／
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
業
＝
洗
濯
機
・
脱
水
機
・
ド
ラ

イ
機
・
プ
レ
ス
機
・
給
排
水
設
備
な

ど
／
不
動
産
貸
付
業
＝
舗
装
路
面
・

門
扉
・
看
板
・
緑
化
施
設
・
立
体
駐

車
場
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
お
よ
び
機

器
部
分
・
屋
外
給
排
水
設
備
・
外
構

設
備
・
受
変
電
設
備
な
ど

→

課
税
課
（
内
340
）

平
成
16
年
1
月
2
日
か
ら
平
成
17

年
1
月
1
日
ま
で
の
間
に
住
宅
を
新

築
・
増
築
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
住
宅

を
壊
し
て
住
宅
用
地
以
外
の
土
地
に

変
更
さ
れ
た
方
は
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
既
に
市
か
ら
家
屋

評
価
に
お
伺
い
し
て
い
る
場
合
や
新

築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
場

合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
居
住
の
た
め
の
住
宅
用
地

に
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
特
例
措
置
が
あ
り
、
税
負
担
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。

【
申
告
先
】
課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
市
役
所
本
庁
舎
2
階
）【
期
限
】
平

成
17
年
1
月
31
日
b→

課
税
課
（
内
325
）

ま
ち
づ
く
り
条
例
が
平
成
17
年
1

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
家
を
新
築
す
る
場
合
や
増
改
築

を
す
る
場
合
に
も
本
条
例
に
基
づ
く

市
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
届

出
書
は
都
市
計
画
課
（
市
役
所
第
2

庁
舎
2
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
建
築
主
事
に
よ
る
建

築
確
認
業
務
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
個
人

住
宅
の
新
築
や
増

改
築
な
ど
の
小
規

模
な
建
築
行
為
を

把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
水
道
や

下
水
道
な
ど
の
接

続
手
続
も
個
々
に

行
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

本
条
例
で
は
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
確
認
申
請
手
続
に
先
立
っ

て
、
建
築
計
画
の
概
要
を
市
に
提
出

す
る
よ
う
定
め
、
届
出
に
あ
わ
せ
て

市
の
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
水

道
・
下
水
道
の
接
続
手
続
、
道
路
境

界
の
確
認
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
情

報
提
供
、
生
け
垣
や
浸
透
ま
す
助
成

な
ど
の
案
内
等
）
を
一
元
化
し
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

→

都
市
計
画
課
（
内
388
）

「建築確認申請等に  
先立つ届出書」を  
市役所都市計画課 
へ提出します 
(条例第40条)

市は、  
｢まちづくり情報｣や  
｢建築に伴う多様な  
行政サービス｣を  
提供します 

建築基準法に  
基づく  

建築確認申請  
手続の開始 

③の14日前 
までに提出 
する必要が 
あります 

条例に基づく手続の流れ 

① 

② 

③ 

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

ま
ち
づ
く
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

登
録
を
募
集

ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
に
基
づ
く

家
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う

届
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご利用ください
就労支援ホームページ
「ワーク国分寺」

http://w-kokubunji.com(パソコン)

http://w-kokubunji.com/i(携帯)

求人登録受付中
→雇用促進担当（内351）

償
却
資
産（
固
定
資
産
）

の
申
告
を

住
宅
を
新
築
・
増
築

ま
た
は
、
住
宅
用
地
を

変
更
さ
れ
た
方
は
申
告
を8

平
成
17
年
成
人
式

東
京
都
防
災
行
政
無
線
が

更
新
さ
れ
ま
し
た

第
3
回
広
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

広
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

第
3
回
広
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

広
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

第
3
回
広
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
報
や

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
以
下「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」）
等
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
な
ど
を
、
市
の
広
報
に

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

第
3
回
ア
ン
ケ
ー
ト
は
8
つ
の
質
問

に
対
し
て
広
報
モ
ニ
タ
ー
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

質
問
を
絞
っ
て
回
答
の
概
要
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
市
報
に
つ
い
て
　

市
制
施
行
40
周
年
特
集
ペ
ー
ジ
　
応

募
写
真
・
原
稿
が
好
評

11
月
1
日
号
は
市
制
施
行
40
周
年

を
記
念
し
て
、
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
募
集
し
た
原
稿
と
写
真
で
特

集
ペ
ー
ジ
を
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
で

聞
い
た
「
40
周
年
特
集
で
読
ん
で
み

た
い
も
の
」
の
集
計
結
果
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
。

「
若
手
層
や
最
近
国
分
寺
市
に
転

居
し
て
来
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
市

の
変
遷
が
写
真
や
市
民
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
」、「
市
民
の
投
稿
が
新
鮮
で
あ
り
、

新
旧
対
比
の
写
真
が
懐
か
し
く
良
か

っ
た
」（
と
も
に
70
代
男
性
）
な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー

印
刷
だ
っ
た
た
め
、
応
募
い
た
だ
い

た
写
真
に
関
し
て
「
良
か
っ
た
」
と

の
意
見
が
多
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

力
を
生
か
せ
た
紙
面
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
は
1
月
1
日

号
の
年
1
回
。
数
少
な
い
機
会
な
の

で
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を

お
借
り
し
紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
※
通
常
の

2
色
か
ら
カ
ラ
ー
印
刷
に
す
る
と
、

経
費
は
約
4
万
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

○
国
分
寺
ま
つ
り
の
記
事
は
、
わ
か

り
や
す
い
14
人
・
普
通
4
人
・
わ
か

り
に
く
い
1
人

皆
さ
ん
、
11
月
7
日
の
国
分
寺
ま

つ
り
に
は
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
。
市

内
最
大
の
ま
つ
り
の
た
め
記
事
の
注

目
度
も
高
く
、「
各
イ
ベ
ン
ト
の
場
所

が
わ
か
り
に
く
い
」
等
の
ご
意
見
を
、

過
去
に
電
話
や
メ
ー
ル
等
で
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
度

か
ら
、コ
ー
ナ
ー
別
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
付
け
、
案
内
図
と
対
比
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
回

の
記
事
に
対
し
て
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は

「
会
場
の
入
り
口
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
は
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
い
も
の

に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
紙
面
に
限

界
あ
る
市
報
で
は
お
知
ら
せ
し
き
れ

な
い
市
政
資
料
な
ど
を
調
べ
る
と
き

に
便
利
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
か
ら
も
、

さ
ら
な
る
情
報
の
充
実
を
求
め
る
意

見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
か
ら
新
た
に
「
こ
く
ぶ
ん
じ

し
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主

に
市
に
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
配

っ
て
い
る
も
の
で
、
市
の
事
業
な
ど

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
冊
子
で
す
。

ま
た
、
12
月
1
日
か
ら
就
労
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ワ
ー
ク
国
分
寺
」を
開

設
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

→

秘
書
広
報
課
（
内
409
）

【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】
対
象
＝
広
報

モ
ニ
タ
ー
20
人
／
質
問
＝
11
月
1

日
号
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関

し
て
／
方
法
＝
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
／
回
収
数
＝
19

（
質
問
に
よ
っ
て
無
回
答
も
有
）

「
国
分
寺
都
市
計
画
緑
地
事
業
第

3
号
西
恋
ヶ
窪
緑
地
」
は
、
11
月
19

日
付
け
で
、
都
市
計
画
事
業
認
可
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
認
可
変
更
の

内
容
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

【
変
更
場
所
】
西
恋
ヶ
窪
三
丁
目
地
内

【
縦
覧
時
間
】
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
緑
と
水
と
公
園
課
（
市

役
所
第
2
庁
舎
2
階
）

→
緑
と
水
と
公
園
課
（
内
500
）

都
市
計
画
西
恋
ヶ
窪
緑
地

（
通
称
エ
ッ
ク
ス
山
緑
地
）

都
市
計
画
事
業
認
可
変
更

の
告
示
・
縦
覧
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皆
さ
ん
が
市
の
所
有
す
る
情
報
を

知
り
た
い
と
き
に
、
市
が
請
求
に
応

じ
て
公
開
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

公
開
の
対
象
と
な
る
公
文
書

市

役
所
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま

た
は
取
得
し
た
文
書
・
図
画
・
写

真
・
フ
ィ
ル
ム
・
電
磁
的
記
録
（
磁

気
テ
ー
プ
な
ど
）
で
、
市
が
組
織
的

に
用
い
る
も
の
と
し
て
市
が
管
理
し

て
い
る
も
の
で
す

市
は
、
公
開
請
求
さ
れ
た
公
文
書

に
非
公
開
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る

と
き
を
除
き
公
開
し
ま
す
。

非
公
開
情
報
と
は

○
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
明
ら
か

に
公
開
で
き
な
い
も
の

○
特
定
の
個
人
に
関
す
る
も
の

○
企
業
等
の
事
業
に
関
す
る
も
の
な
ど

（
情
報
公
開
条
例
第
9
条
よ
り
）

利
用
で
き
る
方

ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す

公
開
の
費
用
　
公
文
書
の
閲
覧
・

視
聴
は
無
料
（
営
利
目
的
の
閲
覧
・

視
聴
は
1
件
100
円
）
で
す
。
公
文
書

の
写
し
の
交
付
は
、
A
4
版
1
枚
に

つ
き
10
円
で
す

申
込
方
法
「
情
報
公
開
窓
口
」（
市

役
所
第
3
庁
舎
1
階
の
オ
ー
プ
ナ
ー
）

で
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

原
則
と
し
て
電
話
や
口
頭
に
よ
る
請

求
は
で
き
ま
せ
ん

※
職
員
に
よ
る
代
筆
が
必
要
な
方
は

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

公
開
の
決
定

請
求
書
を
受
け
た

日
の
翌
日
か
ら
7
日
以
内
に
、
公
開
か

非
公
開
か
を
決
定
し
て
通
知
し
ま
す

公
文
書
を
ご
覧
に
な
る
と
き

公

開
の
決
定
を
受
け
た
方
は
、「
情
報
公

開
窓
口
」
で
閲
覧
等
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す

決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き

決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
60
日
以
内
に
異

議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
平
成
15
年
度
制
度
実
施
状
況

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況
は
、

表
2
の
と
お
り
で
す
。

市
で
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
を

適
正
に
管
理
し
、
利
用
す
る
義
務
を

市
に
課
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
自
身
に
関
す
る
情
報
（
以
下

「
自
己
情
報
」）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

市
は
、
新
た
に
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
業
務
を
開
始
す
る
と
き
や
目
的

外
利
用
等
を
し
た
と
き
は
、
有
識
者

等
で
構
成
す
る
「
国
分
寺
市
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会
」
の
意
見

を
聴
い
た
り
報
告
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
自
己
情
報
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
権
利
と
は
、
自
己
情
報

の
開
示
を
請
求
し
た
り
、
自
己
情
報

の
訂
正
や
削
除
を
請
求
す
る
権
利
を

い
い
ま
す
。

自
己
情
報
の
開
示
制
度
を
利
用
す

る
方
は
、
情
報
公
開
制
度
と
同
様
に
、

「
情
報
公
開
窓
口
」
で
請
求
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
開
示
等
の
請
求
に

対
す
る
決
定
の
日
数
（
訂
正
・
削
除

請
求
を
除
き
ま
す
）、
開
示
等
の
方
法
、

開
示
等
の
費
用
な
ど
は
、
情
報
公
開

制
度
と
同
様
で
す
。

●
平
成
15
年
度
制
度
運
用
状
況

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

は
、
表
1
・
3
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
で

作
成
さ
れ
た
統
計
書
や
各
種
報
告
書

等
の
市
政
情
報
に
関
す
る
資
料
が
閲

覧
で
き
ま
す
。
場
所
は
、
第
3
庁
舎

1
階
で
す
。

※
オ
ー
プ
ナ
ー
の
資
料
目
録
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

→

オ
ー
プ
ナ
ー
（
内
204
）
・
情
報
シ
ス

テ
ム
課
（
内
412
）

業務名称
（個人情報を保有している課）

水道業務
（水道課）

同上

同上

健康保険業務
(保険課）

同上

同上

水道業務
（水道課）

同上

同上

同上

目的理由（根拠法令）

捜査に係る照会に対
する回答（刑事訴訟法
第197条第2項）
所得税調査に係る照
会に対する回答（所得
税法第234条）
捜査に係る照会に対
する回答（刑事訴訟法
第197条第2項）

同上

同上

同上

税務調査に係る照会
に対する回答（所得税
法第234条）
捜査に係る照会に対
する回答（刑事訴訟法
第197条第2項）

同上

同上

個人情報の項目等

水道所在地、水道使用者、連絡先、契
約開始年月日、水道料金の支払方法、
水道使用量、延滞金の有無

住所、氏名、振替口座、開始年月日、
水道使用量、請求金額

住所、氏名、水道契約の有無

住所、氏名、生年月日、保険証交付年
月日、保険証記号番号

住所、氏名、生年月日、資格取得年月
日、保険証使用状況

住所、氏名、生年月日、資格取得年月
日、申請年月日、発給年月日、保険証記
号番号、発給方法

住所、氏名、顧客番号、水道使用量

水道所在地、水道使用者、連絡先、契約開始年
月日、水道料金の支払方法、金融機関名、口座
番号、口座名義、水道使用量、延滞金の有無

同上

水道所在地、水道使用者、契約開始年
月日、水道料金の支払方法、金融機関
名、口座番号、領収書送付先

提供先
（人数）

小金井警察署
(1)

立川税務署
（2）

前橋地方検察庁
太田支部　　
（1）

益田警察署
（1）

長野中央
警察署
（1）

高尾警察署
（1）

立川税務署
（2）

小金井警察署
(2)

吉川警察署
（2）

伊勢佐木
警察署
（1）

審議会への
報告

4月

6月

6月

7月

7月

7月

9月

11月

12月

平成16年
3月

目的外利用　無し
外部提供（下表のとおり）

平成15年度個人情報登録業務目的外利用・外部提供の状況

平成15年度自己情報開示等制度請求内訳
請求内訳

情報公開・個人情報保護審査会へ出席し
た教育委員会職員の職・氏名が分かるも
の
庁内管理の自己情報に対する各部署から
のアクセス記録の全て（１年分）
市民課、課税課、納税課、健康推進課、
介護保険課が保有する電磁的記録につい
て
校長から発令された「教育長からの発令
通知書」
指導室長から発令された発令通知書
校長から発令された発令通知書
指導室聴取の立会人を含む全員分の記録
記事に関する中学校と指導室の資料（事
件当日の指導室と授業の指導案を含む）
研修に関する研修理由
研修に関する研修目的
研修に関する全体の研修計画
研修に関する毎日の研修項目一覧
校長から発令された内容の理由規定
請求人の身分に関する事務処理の記録
出勤簿の写しと休暇簿の写し開示
国分寺市立中学校外部コーチ出勤簿
市教育委員会から校長へ出された請求人
に関する通知のすべて
教育委員会定例会の会議録および指導室
長報告書
中学校から市教育委員会に提出された請
求人に関する事故報告書のすべて
市から東京都へ提出した請求人に関する
事故報告書のすべて

決定内容

非開示→部分公開（異議
申立　審査会に諮問・
答申後に決定変更）

部分開示

開示

非開示

非開示
非開示
部分開示

部分開示

非開示
非開示
部分開示
部分開示
非開示
非開示
開示
開示

開示

非開示

部分開示

開示

所管課

情報システム課

市民課

市民課・介護保険
課・健康推進課・
納税課・課税課
教育委員会
指導室
同上
同上
同上

同上

同上
同上
同上
同上
同上
同上
同上
同上

同上

同上

同上

同上

請求年月

平成14年
12月

平成15年
6 月

11月

12月

平成16年
1 月

3 月

平成15年度公文書公開請求内訳

請求内訳

市内小中学校の
①入学式・卒業式での国旗掲揚、国歌斉唱の現状
②男女混合名簿の適用状況　③性教育の副教材について
室内プール運営日誌
他市メンバーが多いとして勧告していたことが記載されている文書
市立小学校の①6年生の週案簿②1年生の週案簿
市立小学校の卒業式に向けての職員会議録
平成15年5月28日全員協議会の議事
①マンション建設に関する宅地開発等審査会結果通知書
②上記文書への事業者からの回答
①新築工事に関する協定書
②市民説明会報告書
①東京都からの通知（平成15年6月4日公布の国家公務員退職手当
法等の一部を改正する法律を受けて）②平成15年度の勧奨退職の取
扱いについての通知（起案用紙を含む）
国分寺市が加入している一部事務組合について
・地方自治法第287条の3に基づく通知
国分寺市および近隣類似団体の一般会計における平成13年度定年
退職者1人あたりの退職手当
選挙人名簿閲覧申請書、調査説明書および身分証明書、選挙人名簿
閲覧状況
都市施設に関する都市計画の方針
体育施設用地交渉の起案書および決裁書のすべて
行政改革推進委員会公募にあたり、応募者が提出した論文および氏名
湧水保全対策に関する協定書
ラウンドテーブル議事録
平成15年9月1日付、星野市長名発、日立製作所執行役社長宛の要請
文書
体育施設に係る経過庁内協議議事録
ごみ入札のすべての業務委託契約（平成15年度4月1日から現在まで）
「口頭意見聴収書」すべて（情報公開・個人情報保護審査会に係わる
もの
フォルダ「審査会記録」すべて（ただし、配付資料・口頭意見聴収書
を除く）（情報公開・個人情報保護審査会に係わるもの）
国分寺市教育委員会定例会会議録
国分寺市教育委員会定例会に提出した議案の起案書
国分寺市教育委員会定例会の議案に係わる事務局説明文の起案書
庶務課長が引き継いだ事務引継書
元庶務課職員が引き継いだ事務引継書（職員服務規程第16条による
もの）
情報公開・個人情報保護審査会へ提出した「非開示等理由説明書」の
起案書
オンブズパーソン取扱案件のうち、「苦情申立書」およびその処理経
過の詳細の分かるもの
市職員服務規程第16条（事務引継）の解釈・運用の詳細がわかるもの
庶務係長が引き継いだ事務引継書（職員服務規程第16条によるも
の）
体育施設に係る事業主との交渉記録全て
平成15年の地方公務員の給与改定に関する取扱いについて
市民文化会館庁内職員アンケートの結果，内容
体育施設に関する、設置計画図面
体育施設用地買収に関する交渉記録をすべて　および庁内協議等
苦情申立書の内容
宅地開発等審査会記録
体育施設に関する市民との説明会の議事録の写し
市立中学校保護者説明会　説明会開催案内
市立中学校保護者説明会　説明会会議録または議事録
市立中学校で行われたアンケート全て　配布されたアンケート用紙
市立中学校で行われたアンケート全て　　全ての回答用紙
市立中学校で行われたアンケート全て　　集計結果
市立中学校のすべての外部コーチ出勤簿
市立中学校の職員会議録
市立中学校2学期第一学年に行われた三者面談資料アンケートの
①配布されたアンケート用紙 ②全回答用紙 ③集計結果
8時15分から17時以外の時間や休日も部活動を勤務とする理由規定
東京都多摩建築指導事務所建築指導第一課に対する回答のための都
市建設部と教育委員会で行ったとされる協議の記録すべて
「国分寺市固定資産土地評価事務取扱要領」および「国分寺市固定資
産家屋評価事務取扱要領」の改正について
市内施設の施設維持管理委託料の契約書およびその作業内容単価を
記入してある書類
第1回（仮称）国分寺市美化（ポイ捨て等禁止）条例検討委員会に係る
①起案書全て ②委員会の議事録③委員会資料
宅地開発等に関する審査会に関する議事録および提供資料の全部
平成15年度教職員特別研修における講演記録またはテープ
平成15年度教職員特別研修出席者数一覧
国分寺市役所駐車場設備機器等管理業務委託による月別入金明細お
よび機器設営のための費用またはレンタル料
庁議の録音テープ（文化会館に関わる部分）
市（町、村）職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例等（案）
について（通知）
宅地開発等に関する審査会に関する議事録
国分寺市教育委員会会議録
市立中学校生徒を対象に行われたアンケートの集計結果
市立中学校長から市の教育委員会へ報告された事故報告書
市教育委員会から都教育委員会へ提出された報告書
課外部活動指導費補助金に関する文書（規定を含む）
課外部活動参加費および交通費補助金に関する文書（規定を含む）
課外部活動指導者招へい関係に関する文書（規定を含む）
教員特殊業務実績簿関係の文書（規定を含む）

請求月

4月

5月

6月

7月

8月
9月

10月

11月

12月

平成16年
1月

2月

3月

所管課

教育委員会指導室

教育委員会スポーツ振興課
教育委員会スポーツ振興課
教育委員会指導室
教育委員会指導室
議会事務局

都市計画課

都市計画課

職員課

財政課、総務課、経済課

職員課

選挙管理委員会

都市計画課
教育委員会スポーツ振興課

政策経営課
自然環境課
都市計画課

都市計画課

教育委員会スポーツ振興課
総務課

情報システム課

情報システム課

教育委員会庶務課
教育委員会庶務課
教育委員会庶務課
教育委員会庶務課

教育委員会庶務課

教育委員会庶務課

秘書広報課

職員課

教育委員会庶務課

用地課
職員課

文化振興担当
用地課
用地課

秘書広報課
都市計画課

教育委員会スポーツ振興課
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室

教育委員会指導室

教育委員会指導室

都市計画課

課税課

総務課

自然環境課

都市計画課
教育委員会指導室
教育委員会指導室

総務課

政策経営課

職員課

都市計画課
教育委員会庶務課
教育委員会庶務課
教育委員会庶務課
教育委員会庶務課
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室
教育委員会指導室

決定内容

公開

公開
非公開
部分公開
公開
公開

部分公開

部分公開

部分公開

公開

部分公開

部分公開

公開
部分公開
部分公開
公開

非公開（不存在）

公開

公開
部分公開

部分公開

非公開

部分公開
部分公開

非公開（不存在）
公開

非公開（不存在）

部分公開

部分公開

非公開（不存在）

非公開（不存在）

非公開（不存在）
公開
公開
公開

部分公開
部分公開
部分公開
部分公開
公開

部分公開
公開

部分公開
公開
非公開
部分公開

非公開

公開

公開

公開

公開

公開

部分公開
非公開
部分公開

公開

公開

非公開

公開
非公開
非公開
非公開
非公開
公開
公開
公開
公開

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

ご
存
じ
で
す
か

「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
」

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
オ
ー
プ
ナ
ー
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い

表3

表2

表1

= =
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支
援
を
、
行
政
・
地
域
社
会
・
企
業

な
ど
社
会
総
体
が
連
帯
し
て
広
げ
る

と
と
も
に
、
支
援
内
容
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

（2）
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
環

境
づ
く
り

子
ど
も
は
次
の
社
会
を
担
う
も
の

と
し
て
「
次
代
の
希
望
」
で
あ
り
、

自
ら
育
つ
力
を
内
部
に
持
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え

る
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
子
ど
も
自

身
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
る
中
で

学
び
な
が
ら
、
自
立
的
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
な
地
域
の
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

（3）
子
ど
も
の
主
体
性
の
尊
重

子
ど
も
の
生
存
お
よ
び
発
達
の
権

利
を
奪
う
行
為
（
児
童
虐
待
な
ど
）

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
子
ど
も
自
身
の

活
動
を
支
援
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

主
体
性
を
尊
重
し
、「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
に
示
さ
れ
た
子
ど
も
の
権
利

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
心

身
に
障
害
を
有
す
る
子
ど
も
や
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
子
ど
も
に
対
す

る
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

左
図
「
施
策
の
体
系
」
に
あ
る

「
施
策
の
方
向
」
に
示
さ
れ
た
施
策
の

中
で
、
優
先
的
に
推
進
す
る
も
の
を

「
重
点
施
策
」
と
し
て
選
び
ま
し
た
。

「
施
策
の
方
向
」
の
色
網
掛
け
を

し
た
17
の
施
策
で
す
。

→

子
育
て
支
援
課
（
内
465
）

市
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
、
児

童
育
成
計
画
と
母
子
保
健
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ほ
ど
、
計
画
の
骨
子
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
骨
子
案
を
基
に
、
11
月
14
日
に
多
数
の
市
民

の
参
加
を
得
て
中
間
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
計
画
の
完
成

に
向
け
て
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

※
児
童
育
成
計
画
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

の
性
格
を
併
せ
も
つ
計
画
と
な
り
ま
す
。

※
骨
子
案
の
全
文
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
別

掲
（
5
ペ
ー
ジ
）の
公
表
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

→

子
育
て
支
援
課
（
内
465
）

→

健
康
推
進
課
1
0
4
2
・
321
・
1
8
0
1

「
子
ど
も
と
親
が
育
ち
合
う
ま
ち
」
を
目
指
し
て

児

童

育

成

計

画

（

骨

子

案

）

１
　
子
育
て
へ
の
社
会
的
支
援
の
拡
充 

２
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
環
境
づ
く
り 

３ 

子
ど
も
の 

　 

主
体
性
の
尊
重 

１  

市
民
と
の
協
働
に
よ
る 

     

計
画
の
推
進 

２ 

計
画
の
実
施
状
況 

　 

の
把
握
・
点
検 

（１）地域における子育ての支援  ①子育て支援サービスの充実（子育て情報提供と相談活動の充実） 
②地域における子育て支援のネットワークづくり（親の仲間づくり支援） 

③ひとり親家庭等の支援 

（２）子育てへの経済的支援の充実  ①医療費補助の充実 
②児童手当等の充実 

（２）子どもの権利の擁護  ①児童虐待防止対策の充実 

（３）支援を必要とする児童への 
　　　施策の充実 

 ①障害児施策の充実 
②発達障害児等へ施策の充実 

（３）情報の提供 

（１）施策・事業の進捗状況の把握 

（２）施策・事業評価の実施 

（３）計画の見直しへの反映 

①情報の集約 

②情報提供方法の改善 

（５）子育てにおける男女平等の推進  ①多様な働き方の支援および男性を含めた働き方の見直し 
②仕事と子育ての両立支援（子育て講習への両親の参加促進） 

（３）保育・療育サービスの充実  ①保育所受け入れ児童数の計画的拡充（待機児童の解消） 
②多様な保育サービスの展開 
③学童保育の充実 
④こどもの発達センターつくしんぼの充実 

（４）子どもと親の健康の  
　　　確保・増進 

 ①子どもと親の健康の確保 
②食育の推進 
③思春期の保健対策の充実 
④小児医療の充実 

（３）学校・家庭・地域における  
　　　学習環境の充実 

 ①体験学習の充実 
②環境学習の充実 
③不登校児への施策の充実 
④次世代の親づくりとしての学習（中高生が乳幼児とふれあう機会の拡充） 

（２）計画の推進体制 
　　（組織・施設・職員） 

①総合窓口の設置 
②施設整備の拡充(各施設整備事業を体系図へ反映) 
③職員の適正配置および質の向上 
④利用システムの改善・業務の統合化 

（４）子どもの安全の確保 
 
①バリアフリーとユニバーサルデザインの街づくり 
②安全な道路交通環境の整備 
③交通安全学習 
④安全な街づくり 
⑤子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進 
⑥被害にあった子どもの保護 

（１）子ども自身の成長を図る  
　　　地域環境の整備 

 ①子どもの健全育成に向けた事業の拡充（「遊び環境」の整備） 
②地域社会における子どものための活動援助 
③地域の住民が参画した世代間交流の推進 
④子どもを取り巻く有害環境対策の推進などの取組み 

（１）子どもの自己実現の支援 
 ①子どもの権利条例の制定 
②子ども自身の組織や活動の支援 

③子どもの発言・参画の機会の拡充 

（１）関係機関や市民との連携・協力 
 ①子ども相談ネットワークの確立  

②子どもに関する施策の情報公開と市民参加  

③民間企業への啓発 

（２）子どもの育成に適した  
　　　居場所づくり 

 ①児童館の充実 
②子どもの遊び場・公園等の整備 

③公共施設等の中高生の利用機会の拡大 

 

《基本目標》 《主要課題》 《施策の方向》 

児童育成計画　施策の体系図（案） 

《
基
本
理
念
》
　
市
民
と
市
が
と
も
に
つ
く
る
、
子
ど
も
と
親
が
育
ち
合
う
ま
ち 

計
画
推
進
の
た
め
に 

児
童
育
成
計
画
・
母
子
保
健
計
画

は
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
10
か
年
の

計
画
で
、「
期
間
途
中
の
中
間
年
度
に

社
会
経
済
情
勢
の
推
移
や
国
の
施
策

の
変
化
等
に
よ
り
必
要
に
応
じ
見
直

し
を
図
る
」
と
し
て
お
り
、
現
在
が

そ
の
中
間
年
度
で
す
。
ま
た
、
背
景

と
し
て
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
・

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
の
制
定

②
少
子
化
の
進
行
へ
の
対
応
の
必
要
性

こ
の
計
画
は
、
子
育
て
家
庭
お
よ

び
子
ど
も
自
身
の
成
長
を
支
援
し
、

家
庭
で
子
育
て
の
喜
び
が
実
感
で
き
、

地
域
社
会
の
中
で
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
環
境
を
創
り
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

5
年
間
で
す
。

次
の
3
つ
を
基
本
目
標
と
し
ま
す
。

（1）
子
育
て
へ
の
社
会
的
支
援
の
拡
充

今
日
、
核
家
族
化
の
進
行
、
地
域

で
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
子
育
て

に
要
す
る
経
済
的
負
担
、
価
値
観
の

変
化
な
ど
、
社
会
の
変
化
に
よ
り
、

子
育
て
家
庭
と
そ
れ
を
つ
つ
む
地
域

社
会
の
力
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る

1.

計
画
見
直
し
の
背
景

2.

計
画
の
目
的

3.

計
画
の
期
間

4.

基
本
目
標

5.

重
点
施
策

児
童
育
成
計
画

児
童
育
成
計
画
・
母
子
保
健
計
画

母
子
保
健
計
画
（
骨
子
案

骨
子
案
）
が
で
が
で
き
ま
し
た

ま
し
た 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す 
児
童
育
成
計
画
・
母
子
保
健
計
画
（
骨
子
案
）
が
で
き
ま
し
た 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実

施
に
関
し
て
は
、
5
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

﹇

﹇
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平
成
13
年
2
月
に
策
定
し
た
母
子

保
健
計
画
を
今
回
見
直
す
に
あ
た
り
、

背
景
と
し
て
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

①
妊
娠
・
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る

不
安
の
拡
大

②
児
童
虐
待
等
へ
の
対
応
の
必
要
性

③
小
児
救
急
医
療
の
不
足

こ
の
計
画
は
、
保
健
・
医
療
関
係

機
関
や
家
庭
、
行
政
に
よ
る
幅
広
い

連
携
・
協
働
に
よ
り
、
妊
娠
・
出
産

か
ら
乳
幼
児
の
成
長
ま
で
を
安
心
し

て
過
ご
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
な

か
で
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
温

か
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
環
境

づ
く
り
を
目
的
と
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

5
年
間
で
す
。

次
の
3
つ
を
基
本
目
標
と
し
ま
す
。

（1）
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る

環
境
づ
く
り

可
能
な
場
所
の
拡
充
な
ど
、
子
ど
も

の
病
気
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

②
小
児
初
期
救
急
医
療
体
制
の
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
病
気
や
け
が
に

関
す
る
知
識
を
普
及
し
、
急
な
病
気

や
け
が
な
ど
に
対
応
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

次
の
3
つ
を
重
点
施
策
と
し
て
、

特
に
強
化
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（1）
育
児
支
援
・
虐
待
予
防

育
児
支
援
・
児
童
虐
待
予
防
の
視

点
を
強
化
し
、
母
子
保
健
計
画
に
関

わ
る
す
べ
て
の
事
業
の
実
施
に
お
い

て
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
、
①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

②
職
員
の
質
の
向
上
、
③
虐
待
予
防

に
向
け
た
体
制
づ
く
り
、
3
つ
の
側

面
か
ら
の
施
策
の
実
施
を
通
じ
て
効

果
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

（2）
小
児
救
急
医
療
の
充
実

子
ど
も
の
健
康
な
成
長
の
観
点
か

ら
、
次
の
よ
う
に
小
児
救
急
医
療
の

拡
充
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
医
療
機
関
と
行
政
機
関
が
、「
地
域

に
お
け
る
小
児
救
急
は
地
域
全
体
で

支
え
て
い
く
」
と
い
う
合
意
の
も
と

に
小
児
初
期
救
急
医
療
体
制
を
地
域

で
構
築
す
る
た
め
、
実
現
に
向
け
て

協
力
し
、
計
画
を
立
て
る

②
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
充

実
に
つ
い
て
、
都
に
求
め
て
い
く

（3）
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
に
関
す
る

知
識
の
普
及
と
予
防

次
の
こ
と
を
中
心
に
、
家
庭
で
の

正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
り
、
事
故

等
の
防
止
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

①
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
妊
産
婦
や
子
ど

も
の
周
囲
の
健
康
管
理

②
乳
幼
児
が
か
か
り
や
す
い
病
気
の

正
し
い
知
識
や
対
処
法
の
普
及

③
誤
飲
・
や
け
ど
や
階
段
で
の
転
落

な
ど
家
庭
内
で
の
事
故
防
止

④
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
自
転
車
や
自
動
車

な
ど
乗
り
物
で
の
事
故
防
止

→

健
康
推
進
課
1
0
4
2
・
321
・
1
8

0
1

【
案
件
名
】
①
児
童
育
成
計
画
骨
子
案

②
母
子
保
健
計
画
骨
子
案
【
骨
子
案

の
公
表
日
】
12
月
16
日
e
〜
【
公
表
場

所
】
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
第
2

庁
舎
1
階
）
・
健
康
推
進
課
（
い
ず

み
プ
ラ
ザ
3
階
）
・
オ
ー
プ
ナ
ー

（
市
役
所
第
3
庁
舎
1
階
）
・
各
公
民

館
・
各
図
書
館
・
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
募
集
期
間
】
12

月
16
日
e
〜
平
成
17
年
1
月
11
日
c

【
応
募
方
法
】
ご
意
見
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
①
は
〒

185-

8501
国
分
寺
市
役
所
子
育
て
支
援
課

へ
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
（
5
0
4
2
・

325
・
9
0
2
6
）
、
E
メ
ー
ル

（kosodate@
city.kokubunji.tokyo

.jp

）
で
、
ま
た
は
直
接
提
出
。
②
は

〒
185-

0024
泉
町
2
―
3
―
8
い
ず
み
プ

ラ
ザ
健
康
推
進
課
へ
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
（
5
0
4
2
・
320
・
1
1
8
1
）、

E
メ
ー
ル
（kenkousuishin@

city.
kokubunji.tokyo.jp

）
で
、
ま
た
は

直
接
提
出

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
検
討
し
、

そ
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
市
報
等
で
公
表
し
ま
す
。

→

子
育
て
支
援
課
（
内
465
）

→

健
康
推
進
課
1
0
4
2
・
321
・
1
8

0
1

「
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て

母
子
保
健
計
画
（
骨
子
案
）

１
　
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る  

　
　
環
境
づ
く
り 

２
　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、  

　
　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る  

　
　
環
境
づ
く
り 

３
　
小
児
医
療
の
充
実 

１  

計
画
実
施
の
共
通
基
盤 

２  

計
画
の 

　  

実
施
状
況
の 

　  

把
握
・
点
検 

（１）妊娠・出産を支える体制づくり 

（２）出産・子育てに関する不安の軽減 

（１）子どもと親の健康の確保 

①母子保健事業の入り口として 
　の機能の拡充 
 
 
②妊産婦の健康を支える支援の 
　充実 

①適切な知識の普及と仲間づくり 
　の支援 
 
②「親になっていくこと」への支援 
 
③訪問指導による適切な対応 
 
④適切な医療情報等の提供 

①子どもの健康診査の充実 
 

②親の健康増進 

母子健康手帳の交付事業 

妊産婦健康診査事業 

妊産婦への経済的支援 

妊婦への相談の充実 

母子健康教育事業 

母子訪問指導事業 

乳幼児健康診査事業 

成人保健事業の活用 

（２）育児不安の軽減 
①母子健康教育の推進 
 
②児童虐待の予防 

（３）他機関との連携 ①子ども家庭支援センター、こど 
　もの発達センター　つくしんぼ、 
　保育園等との連携 
②幼稚園、小中学校等との連携 

母子健康教育事業 

各種相談事業や健診等の活用 

（１）子どもの病気の予防 

（１）各種相談事業の活用 

（２）適切な情報の提供と活用 

（３）関係機関や近隣市、市民との  
　　連携・協力 

（４）時代のニーズに対応できる 
　　人材育成 （職員の質の向上） 

（１）施策・事業の進捗状況の把握 

（２）施策・事業評価の実施 

（３）計画の見直しへの反映 

①予防接種率の維持向上 
 

②近隣市や医院等との連携 

定期予防接種 

予防接種可能な場所の拡充 

（２）急な病気やけがなどに対応 
　　できる環境づくり 

①休日急病診療の拡充 
 
②小児救急医療の拡充 
 

③子どもの病気やけがに関する  
　知識の普及と予防 

関係医療機関への働きかけ 

母子健康教育・各種健診の活用 

関連機関との連携 

各種関係者連絡会の活用 

医院や医療サービスに関する  
パンフレット等の発行・活用 

《基本目標》 《主要課題》 《施策の方向》 《主な事業》 

母子保健計画　施策の体系図（案） 

＊相談事業などを通じての児童虐待の予防・対応を含む 

＊いずみ保健センターの拠点機能の拡充を含む 

＊各種事業の児童館での実施や 
　出産・育児グループの形成など 
　を含む 

《
基
本
理
念
》　
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
　
〜
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
〜 

計
画
推
進
の
た
め
に 

①
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
の
対
応

な
ど
母
子
保
健
事
業
の
入
口
と
し
て

の
機
能
の
拡
充
や
、
妊
婦
健
診
や
産

婦
相
談
な
ど
妊
産
婦
の
健
康
を
支
え

る
支
援
を
充
実
さ
せ
、
妊
娠
・
出
産

を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
健
康
教
育
や
訪
問
指
導
な
ど
を
通

じ
て
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
不
安

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

（2）
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

①
乳
幼
児
健
診
の
充
実
や
親
の
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
で
、
子
ど
も
と
親

の
健
康
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

②
各
種
健
康
教
育
・
健
診
・
相
談
事

業
を
活
用
し
、
児
童
虐
待
の
予
防
と

育
児
不
安
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

③
子
ど
も
に
関
す
る
各
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

（3）
小
児
医
療
の
充
実

①
予
防
接
種
率
の
維
持
向
上
や
接
種

1.

計
画
見
直
し
の
背
景

2.

計
画
の
目
的

3.

計
画
の
期
間

4.

基
本
目
標

5.

重
点
施
策

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

こ
れ
ら
の
計
画
骨
子
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（
4
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）



民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、
財
団
法
人
東
京
都
老
人
総
合
研

究
所
の
介
護
予
防
緊
急
対
策
室
長
で

あ
る
大
渕
修
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
、
介
護
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
４
年

た
ち
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

を
支
え
る
仕
組
み
が
整
っ
て
き
ま
し

た
が
、
要
支
援
・
要
介
護
Ⅰ
を
受
け

る
高
齢
者
が
高
い
率
で
増
え
て
き
ま

し
た
。
高
齢
者
の
た
め
に
も
介
護
保

険
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
介
護
予
防
が
一
層
大
事
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
な
る
前
か
ら
、
生
活
習

慣
病
予
防
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高

齢
化
に
伴
う
老
化
の
サ
イ
ン
（
転
倒

骨
折
・
尿
失
禁
・
低
栄
養
・
痴
呆
等
）

を
早
期
に
発
見
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
重
ね
て
い
け
ば
、
た
と
え
要
介
護

Ⅰ
の
段
階
で
も
元
気
を
取
り
戻
せ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と

自
分
ら
し
く
、
社
会
的
役
割
を
持
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
7
東
京
都
老

人
総
合
研
究
所
で
は
、
家
庭
で
で
き

る
簡
単
な
予
防
の
た
め
の
体
操
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
注
意
が
必
要
な
高
齢
者
の
早
期

発
見
と
そ
の
対
処
法
、
例
え
ば
生
活
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民生・児童委員 
　　　　　だより 
民生・児童委員 
　　　　　だより 
民生・児童委員 
　　　　　だより 民生委員のバッジ

機
能
低
下
に
は
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
転
倒
危
険
者
に
は
転
倒
予
防

教
室
、
軽
度
の
痴
呆
に
は
痴
呆
予
防

教
室
等
、
介
護
予
防
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
て
、
東
京

都
を
は
じ
め
、
自
治
体
で
こ
れ
を
利

用
し
た
事
業
を
開
始
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

介
護
さ
れ
る
本
人
は
も
と
よ
り
、

介
護
す
る
側
に
も
楽
だ
と
い
う
こ
と

で
、
安
易
に
車
い
す
を
使
い
、
急
速

に
高
齢
者
の
要
介
護
度
が
あ
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
、
民
生
委
員
も
実
際

に
経
験
し
て
い
ま
す
。
介
護
制
度
の

充
実
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
福
祉
の

分
野
ご
と
に
部
会
を
設
け
、
勉
強
会

な
ど
を
通
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

生
活
福
祉
部
会
で
は
、
現
在
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
路
上

生
活
者
に
つ
い
て
、
市
内
で
宿
泊
所

を
運
営
す
る
N
P
O
法
人
の
職
員
の

方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

我
が
国
に
は
、
自
立
の
意
思
が
あ

り
な
が
ら
路
上
生
活
者
と
な
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
食
事
の
確
保
や

健
康
面
で
の
問
題
を
抱
え
て
、
文
化

的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
が
大
勢
い
ま
す
。

彼
ら
の
多
く
は
50
歳
代
の
中
高
年

層
の
男
性
で
、
独
身
か
離
婚
し
て
い

る
た
め
家
族
の
支
援
が
得
ら
れ
に
く

く
、
さ
ら
に
仕
事
を
失
う
こ
と
に
よ

り
、
一
般
社
会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま

う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
家
賃
の
滞
納

は
り
、
介
護
が
必
要
と
な
る
前
に
、

介
護
予
防
の
た
め
の
個
人
個
人
の
努

力
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

自
分
か
ら
進
ん
で
外
出
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
人
は
よ
い
の

で
す
が
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

高
齢
者
に
は
、
民
生
委
員
が
介
護
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
勧
め
た

り
、
介
護
予
防
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
く
こ
と
も
、
今
後
、
大
事
な
役
割

か
と
思
い
ま
す
。

市
で
も
、
介
護
予
防
・
痴
呆
予
防

事
業
と
し
て
、
転
倒
予
防
教
室
・
出

張
健
康
相
談
・
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ

教
室
等
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
民
生
委
員
に
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

に
よ
る
立
ち
退
き
や
、
夫
の
暴
力
か

ら
の
逃
避
に
よ
る
女
性
の
路
上
生
活

者
も
一
部
に
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
は
時
代
に
お
け
る
社
会

問
題
が
複
合
的
に
絡
み
、
病
気
や
け

が
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ス
ト
ラ
、
家

族
の
問
題
、
住
居
、
借
金
等
に
苦
し

ん
で
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

経
済
・
雇
用
情
勢
も
な
か
な
か
好

転
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
14

年
7
月
「
路
上
生
活
者
の
自
立
支
援

に
関
す
る
特
別
処
置
法
」
が
成
立
し
、

同
年
8
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
法
律
を
受
け
て
、
国
は
路
上

生
活
者
の
全
国
調
査
を
、
平
成
15
年

1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
大
方
昼
間
で
の
調
査
な
の
で

実
際
の
人
数
は
つ
か
み
に
く
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
東
京
都
で
お
よ
そ
6

千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
分
寺
市

で
も
例
外
で
は
な
く
、
駅
や
神
社
の

周
辺
に
見
ら
れ
ま
す
。
路
上
生
活
者

の
生
存
権
保
障
の
視
点
に
立
ち
、
平

成
12
年
11
月
以
降
に
国
分
寺
市
に
も

民
間
団
体
に
よ
り
、
2
か
所
の
受
け

入
れ
施
設
が
開
設
さ
れ
、
約
40
人
が

学
校
関
係
者
、
児
童
相
談
所
職
員
、

児
童
委
員
等
108
人
が
一
堂
に
会
し
、

本
年
度
国
分
寺
地
区
連
絡
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
・
地
域
・
児
童
相
談
所
（
児

相
）
を
代
表
す
る
3
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
か
ら
、
三
者
間
の
連
携
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
て
い
る
難
し
い
点

に
関
し
て
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し

て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
会
場
と
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
行
動
連
携
の
た
め

の
方
策
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
は
、
問
題
が
起
き
た
と
き
保

護
者
と
ど
う
関
わ
る
か
、
児
相
と
連

携
を
と
る
時
期
、
児
童
委
員
に
ど
う

協
力
し
て
も
ら
う
か
に
苦
慮
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
児
童
委
員
は
、

学
校
か
ら
協
力
の
お
願
い
を
受
け
た

時
、
外
か
ら
の
見
守
り
・
情
報
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
面
識
の
な
い

家
庭
に
ど
の
よ
う
に
接
触
す
る
か
が

と
て
も
難
し
く
、
顔
な
じ
み
に
な
る

た
め
の
工
夫
・
努
力
が
か
な
り
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
相
か

ら
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら

相
談
に
の
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

学
校
・
児
相
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
等
、
各
関
係
機
関
や
児
童
委

員
の
特
性
や
役
割
分
担
を
把
握
し
て

の
、
時
宜
を
得
た
連
携
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

三
者
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
会

場
参
加
者
も
含
め
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
加
者
の
中

で
一
致
し
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、
地

域
の
中
で「
兆
し
」の
段
階
で
発
見
し
、

解
決
に
持
っ
て
行
く
こ
と
の
大
切
さ

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
委

員
と
し
て
各
校
で
開
か
れ
て
い
る
授

業
参
観
や
各
種
行
事
、
学
校
と
児
童

委
員
と
の
連
絡
会
、
P
T
A
と
の
交

流
会
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

学
校
関
係
者
や
親
に
児
童
委
員
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
係
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や

交
番
と
の
交
流
等
、
地
域
に
お
け
る

人
間
関
係
作
り
が
と
て
も
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
地
域
の
方
々
と
顔
を
合
わ
せ
、

話
し
合
う
こ
と
で
、
人
間
関
係
が
作

ら
れ
、
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
間

関
係
の
中
で「
兆
し
」を
把
握
し
、
信

頼
関
係
を
も
っ
て
行
動
連
携
を
深
め

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

∧
足
を
運
ぶ
、
目
を
か
け
る
、
声

を
か
け
る
、
心
を
か
け
る
∨
こ
と
で

人
間
関
係
を
作
り
、
信
頼
関
係
作
り

を
心
が
け
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
が
充
実
す
る
よ
う
、
手
を

取
り
合
い
見
守
っ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
あ
い
ま
し
た
。

入
居
し
て
い
ま
す
。
就
労
意
欲
の
あ

る
人
、
稼
働
能
力
の
あ
る
人
は
、
一

日
も
早
い
自
立
を
目
指
し
ま
す
。
入

所
期
間
中
は
、
宿
所
お
よ
び
食
事
の

提
供
、
健
康
診
断
、
生
活
相
談
、
職

業
相
談
等
を
行
い
、
必
要
な
施
策
に

つ
な
げ
ま
す
。

最
近
に
な
っ
て
、
流
動
的
で
す
が
、

わ
ず
か
ず
つ
で
も
そ
の
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
自
立
支
援

事
業
の
効
果
や
生
活
保
護
の
適
用
に

よ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
三
多
摩
に

あ
る
宿
泊
施
設
の
中
で
、
国
分
寺
市

の
就
労
率
が
ト
ッ
プ
（
今
年
度
7
月

6
日
調
べ
）
で
あ
る
の
は
、
支
援
者

の
指
導
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
ら

一
人
ひ
と
り
の
自
立
へ
の
強
い
願
い

と
努
力
の
た
ま
も
の
で
し
ょ
う
。

民
生
委
員
も
、
路
上
生
活
者
が
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
偏
見
や
差
別
意
識
、

人
権
侵
害
等
を
考
慮
し
て
、
身
近
な

民
間
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
を
図

り
な
が
ら
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
項
別
部
会
の
勉
強
会
か
ら

「
路
上
生
活
者
の

現
状
と
支
援
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の
勉
強
会
か
ら

「
介
護
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
学
校
と
地
域
社
会
の
行
動
連
携
を
深
め
る
た
め
に
」

〜
不
登
校
の
子
ど
も
や
虐
待
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
に
学
校
や
地
域
社
会
は
何
が
で
き
る
か
〜

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な

も
の
は
行
政
の
支
援
へ
と
つ
な
げ
る
役
目
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
都
か
ら
の
指
導
・
研
修

を
は
じ
め
、
都
内
各
市
町
村
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
所
属
す
る
東
京
都
民
生
児
童

委
員
連
合
会
に
よ
る
研
修
、
市
で
行
う
研
修
等
に
よ
り
、
福
祉
の
現
状
や
施
策
・
制
度
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
的
な
研
さ
ん
の
場
と
し
て
、
福
祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
携
わ

る
方
か
ら
話
を
伺
う
機
会
も
作
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
多
く
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
か
ら
二
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今年度の国分寺地区連絡協議会
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国分寺市民生委員・児童委員名簿および担当区域
（任期 平成16年12月1日～）

担　当　区　域 担当委員氏名 電話（042） 住　　　　所

南町一丁目 土屋　眞智子 322-0074 南町一丁目2-19

南町二丁目1～13番 岡田　　倖子 301-1569 南町二丁目4-11

南町二丁目14番～最終・三丁目9～20番 代理：伊東一夫 323-7311 南町三丁目5-3

南町三丁目1～8番 伊東　　一夫 323-7311 南町三丁目5-3

南町三丁目21番～最終 影山　　昭夫 325-1530 南町三丁目26-25

泉町一丁目 森本　美紀子 321-0545 泉町一丁目5-11

泉町二丁目3～9番 實森　　　晋 325-2640 泉町二丁目5-2 西国分寺ゆかり参番街1107

泉町三丁目1～25番 加藤　　克巳 322-4623 泉町三丁目7-2

泉町三丁目26番～最終 増田　　和子 321-4605 泉町三丁目29-10

泉町二丁目1、2番・10～13番、西元町一丁目 福本　　惠子 322-6140 西元町一丁目13-21

西元町二丁目 竹中　芙美代 323-6520 西元町二丁目9-20

西元町三丁目 宮下　チヨ子 321-7308 西元町三丁目2-30

西元町四丁目 宮澤　　紘一 301-3119 西元町四丁目2-18

東元町一丁目1～20番 岡田　　光司 321-1004 東元町一丁目13-9

東元町一丁目21～32番 西本　　一枝 301-3150 東元町一丁目29-14

東元町一丁目33番～最終・二丁目14番～最終 熊谷　　哲子 321-2109 東元町二丁目15-3

東元町二丁目1～13番 野口　　　隆 301-5834 東元町二丁目11-1

東元町三丁目1～14番 本多　　良子 321-2804 東元町三丁目4-15

東元町三丁目15番～最終 本多　　達雄 324-3476 東元町三丁目19-5

東元町四丁目 小柳　　英子 321-4060 東元町四丁目13-10

本町一丁目・二丁目1～11番 森田　　　隆 327-1696 本町二丁目7-10-302

本町二丁目12番～最終 田中　　康義 321-0588 本町二丁目25-14-505

本町三丁目 清水　清之助 321-0381 本町三丁目5-16 水幸ビル

本町四丁目 小林　　曉子 321-0004 本町四丁目1-6

本多一丁目 岩崎　　文子 321-1563 本多一丁目3-8

本多二丁目 小宮　　静子 323-0905 本多二丁目10-8

本多三丁目 五月女　喜二 324-7916 本多三丁目21-2

本多四丁目 関根　　政則 321-0210 本多四丁目10-22

本多五丁目 石井　　陸郎 301-3506 本多五丁目24-21

東恋ヶ窪二丁目 尾U 喜代江 321-3752 東恋ヶ窪二丁目3-2

東恋ヶ窪三丁目1～19番 菅谷　ヒロ子 321-3607 東恋ヶ窪三丁目8-32

東恋ヶ窪三丁目20～35番 尾崎　加津代 325-7783 東恋ヶ窪三丁目34-80

東恋ヶ窪四丁目1～15番・27番～最終 川田　　章子 323-0299 東恋ヶ窪四丁目11-26

東恋ヶ窪四丁目16～26番 鈴木　　　勝 322-2040 東恋ヶ窪四丁目16-6

東恋ヶ窪六丁目 遠藤　　久基 321-4028 東恋ヶ窪六丁目12-6

東恋ヶ窪一丁目・西恋ヶ窪一丁目1～21番 坂本　　妙子 323-2102 西恋ヶ窪一丁目18-9

西恋ヶ窪一丁目22番～最終 渡邊　ツギ子 321-6013 西恋ヶ窪一丁目43-25

東部地区主任児童委員（全域） 欠　　　　員

東部地区主任児童委員（全域） 坂本　　雅子 301-2200 東恋ヶ窪六丁目7-50

西恋ヶ窪二丁目 松木　やす子 327-2904 西恋ヶ窪二丁目11-16

西恋ヶ窪三丁目 小久　　花枝 322-3737 西恋ヶ窪三丁目9-11

西恋ヶ窪四丁目・東恋ヶ窪五丁目 鈴木　　汎子 324-1541 東恋ヶ窪五丁目17-10

東戸倉一丁目 岡　　　繁子 324-0558 東戸倉一丁目2-21

東戸倉二丁目 須田　　忠男 324-3645 東戸倉二丁目13-20

戸倉一丁目1～15番、二丁目1・5・6・9番 岡田　　清美 301-0525 戸倉二丁目9-7

戸倉一丁目16番～最終 澤田　美智子 323-7735 戸倉一丁目23-19

戸倉二丁目（1・5・6・9番除く） 森田　　林三 572-4634 戸倉二丁目30-11（自宅 573-1695）

戸倉三丁目 土田　　禎子 502-9823 戸倉三丁目20-31

戸倉四丁目 田倉　　幸雄 301-3856 戸倉四丁目30-3

日吉町一丁目 石川　　眞澄 325-3651 日吉町一丁目21-4

日吉町二丁目1～23番 金子　　久江 575-5739 日吉町二丁目19-26

日吉町二丁目24番～最終 大竹　　義明 572-3035 日吉町二丁目34-9（自宅 502-7553）

日吉町三丁目 藤巻　　英之 572-8525 日吉町三丁目30-43

日吉町四丁目 釣本　かつ子 321-3964 日吉町四丁目12-6

内藤一丁目1～24番 内藤　　孝雄 572-6003 内藤一丁目17-5

内藤一丁目25番～最終、二丁目1～11番・14～22番 春日　多惠子 575-5276 内藤二丁目7-37

内藤二丁目12～13番・23番～最終 内藤　　利子 575-7561 内藤二丁目25-21

富士本一丁目1～20番、二丁目1～17番 川島　　章子 576-9849 富士本一丁目17-6

富士本一丁目21番～最終 豊泉　みどり 575-2485 富士本一丁目26-3

富士本二丁目18番～最終・三丁目 橋本　真佐恵 575-1578 富士本二丁目28-12

新町一丁目・二丁目 佐藤　ヒロ子 322-4369 新町一丁目2-5

新町三丁目・並木町三丁目 笠原　三千代 324-3899 並木町三丁目3-9

北町一丁目・二丁目 神山　　正宏 322-5661 北町二丁目24-5

北町三丁目・四丁目・五丁目 川窪　　嘉明 323-3769 北町三丁目27-7

並木町一丁目・二丁目 後藤　　芳江 301-2789 並木町二丁目9-22

光町一丁目1～8番・36～46番 植田　　秋子 576-2507 光町一丁目38-29

光町一丁目9～35番・47番～最終 星　　　和子 572-9276 光町一丁目17-4

光町二丁目 服部　久美子 577-2430 光町二丁目20-31

光町三丁目・高木町二丁目 三ッ木　静江 576-1318 高木町二丁目3-5

高木町一丁目・三丁目 堀内　健一郎 572-3137 高木町一丁目12-21

西町一丁目 三上　　金吾 572-6984 西町一丁目28-1

西町二丁目 齋藤　　利一 573-1336 西町二丁目6-10

西町三丁目 關口　芙美子 572-8262 西町三丁目20-8

西町四丁目 浅野　　牧子 536-8223 西町四丁目1けやき台39-303

西町五丁目 池谷　　敏子 572-4560 西町5-6-5

西部地区主任児童委員（全域） 欠　　　　員

西部地区主任児童委員（全域） 欠　　　　員

東部地区

西部地区

ご相談
ください

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は

3
年
で
す
。
本
年
は
一
斉
改
選
の
年
に

あ
た
り
、
今
期
推
薦
さ
れ
た
委
員
73

人
に
は
、
12
月
1
日
付
け
で
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
市
の
社
会
福
祉

事
業
協
力
員
と
し
て
市
長
委
嘱
を
、

さ
ら
に
国
分
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
協
力
員

と
し
て
委
嘱
を
受
け
、
あ
ら
た
な
活

動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
分
寺
市
で
は
、
担
当
区
域
に
よ

り
東
西
2
つ
の
協
議
会
を
組
織
し
て

行
っ
て
い
る
方
や
社
会
福
祉
に
関
す

る
活
動
を
行
う
方
と
連
携
し
、
事
業

等
の
支
援
を
す
る
。

⑤
福
祉
事
務
所
や
そ
の
関
係
機
関
の

業
務
に
協
力
す
る
。

⑥
必
要
に
応
じ
て
、
住
民
の
福
祉
の

推
進
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

（
04
版
「
社
会
福
祉
の
手
引
き
」
か
ら

引
用
・
加
筆
変
更
）

活
動
し
て
い
ま
す
。
左
記
に
掲
載
し

ま
し
た
名
簿
を
ご
覧
の
う
え
、
お
住

ま
い
の
区
域
担
当
の
委
員
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
子
育
て
・

福
祉
に
関
す
る
相
談
相
手
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
市
内
各

地
域
に
配
置
さ
れ
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
方
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
方
、
高
齢
者
・
障

害
者
の
方
々
な
ど
の
福
祉
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
福
祉
事

務
所
や
児
童
相
談
所
な
ど
各
関
係
機

関
へ
の
橋
渡
し
な
ど
必
要
な
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て

い
ま
す
。
児
童
委
員
は
、
児
童
お
よ

び
妊
産
婦
の
保
護
・
保
健
、
そ
の
他

福
祉
に
関
す
る
援
助
や
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

事
項
を
専
門
的
に
担
当
し
、
児
童
福

祉
関
係
機
関
と
児
童
委
員
と
の
連
絡

調
整
お
よ
び
援
助
・
協
力
を
行
う
主

任
児
童
委
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
務
内
容

①
住
民
の
生
活
状
況
を
必
要
に
応
じ

て
適
切
に
把
握
す
る
。

②
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
自
立
し

た
生
活
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言

そ
の
他
の
援
助
を
行
う
。

③
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
。

④
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
改
選

現
在
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
4
年
目
を
迎
え
た
「
介
護
保
険
制

度
」
が
平
成
18
年
の
見
直
し
に
向
け
て
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
さ
れ
、
地
方
で
も
国
へ
の
要
望
等
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
障
害
者
の
方
の
「
支
援
費
制
度
」
も
2
年
目
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
果
た
す
役

割
は
地
域
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
重
要
か
つ
き
め
細
か
い
配

慮
・
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
幼
児
の
痛

ま
し
い
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
配
偶
者
の
暴
力
に
よ

る
D
V
被
害
も
起
っ
て
い
ま
す
。
協
議
会
と
し
て
、
ま
た
一

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
今
後
と
も
行
政
と
一
体
と
な

っ
て
国
分
寺
市
の
福
祉
の
向
上
に
向
か
っ
て
関
係
機
関
と
連

携
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
は
、
簡
単
に
言

え
ば
、
地
域
の
皆
様
と
関
係
行
政
機
関
を
つ
な
ぐ
、
い
わ

ば
「
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

昨
今
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
の
連
続
で
す
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
、
私
た
ち
委
員
が
少

し
で
も
関
わ
り
を
も
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
事
象
も
多
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
、
よ
り
一
層
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在

と
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
少
子
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
社
会
福
祉

が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
中
で
、
私
た
ち
が
そ
の
動

き
を
正
確
に
と
ら
え
、
常
に
謙
虚
な
姿
勢
で
、
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
・
支
援
を
行
う

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
活
動
に
邁
進

ま
い
し
ん

し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
会
長

西
部
地
区
協
議
会
会
長

森
田
　
林
三

東
部
地
区
協
議
会
会
長

関
根
　
政
則

国分寺まつりに出店
イベントを通して日ごろの活動をPR

5
5

5
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5
5

5
5

5
5

5
5

5
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5
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5
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5
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5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5

5
5
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一
斉
改
選
に
よ
り
、
新
た
に
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た



市税の納付は　便利な口座振替で

16・12・15 市役所1（042）325 --- 0111
i市報こくぶんじ市報こくぶんじ 

生
き
が
い
創
作
活
動
は
、
市
内
3
か

所（
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ
・
西

恋
ヶ
窪
シ
ル
バ
ー
憩
の
家
・
西
町
プ
ラ

ザ
）で
実
施
し
て
お
り
、
高
齢
者
が
自

ら
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
創
作
活
動
を
日
々
行
っ
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表

し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
く
た
め「
生
き
が
い
創
作
フ

ェ
ス
ティ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
21
日
c
午
後
2
時
〜
7

時
／
22
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
会
場
】
国
分
寺
L
ホ
ー
ル
（
国
分
寺

駅
ビ
ル
8
階
）【
内
容
】
創
作
活
動
の

作
品
展
と
実
演
で
す
。
こ
の
機
会
に

さ
ま
ざ
ま
な
創
作
活
動
を
体
験
し
て

は
、
い
か
が
で
す
か
。
実
演
等
の
時

間
は
、
高
齢
者
相
談
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
【
参
加
団
体
】
自
立

生
活
体
操
A
・
B
、
手
芸
を
楽
し
む

会
、
楽
し
い
折
り
紙
の
会
、
楽
し
い

書
道
A
・
B
、
家
庭
園
芸
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
ダ
ン
ス
友
の
会
、
押
し
花
を
楽

し
む
会
、
源
氏
物
語
を
楽
し
く
読
む

会
、
俳
句
を
楽
し
む
会
、
絵
手
紙
、

水
彩
画
を
楽
し
む
会
、
楽
し
い
デ
ッ

サ
ン
（
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
ほ
ん

だ
）
／
歌
の
つ
ど
い
、
陶
芸
倶
楽
部
、

気
功
・
太
極
拳
の
つ
ど
い
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
西
恋
ヶ
窪
シ
ル

バ
ー
憩
の
家
）
／
水
彩
画
、
デ
ッ
サ

ン
（
西
町
プ
ラ
ザ
）

→

高
齢
者
相
談
室
1
0
4
2
・
321
・
1

3
0
1

障
害
者
セ
ン
タ
ー
1
階
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
で
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
行
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
習
得
し
生
活

の
幅
を
広
げ
た
り
、
仲
間
づ
く
り
の

場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
座
名
・
日
時
】
①
パ
ソ
コ
ン
入

門
・
初
級
（
協
力
＝
国
障
連
）
平
成

17
年
1
月
18
日
〜
3
月
8
日
毎
週
火

曜
日（
全
8
回
）午
前
10
時
〜
11
時
30

分
②
エ
ク
セ
ル
初
級
編
1
月
13
日
〜
2

月
10
日
毎
週
木
曜
日
（
全
5
回
）
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
【
定
員
】

①
13
人
②
10
人
【
申
込
み
】
12
月
28

日
c
ま
で
に
電
話
で
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
（
1
0
4
2
・
321
・

1
1
3
6
）
へ
※
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選→

障
害
者
相
談
室
（
内
202
）

け
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
、
領
収
書
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
票
等
に
よ
り
比
較
・

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
者
の
請

求
間
違
い
や
不
正
請
求
の
発
覚
等
に

つ
な
が
り
ま
す
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
多
す
ぎ
た
り
、

不
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
自

己
負
担
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
保
険
給
付
の

支
給
を
抑
え
、
将
来
の
利
用
者
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
体
の
状
態
が
変
わ
っ
た
の
に
同
じ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
続
け
て
い
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
そ

れ
に
つ
い
て
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
相
談
し
て
い
ま
す
か
。
ケ
ア

書
・
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録
印
・

介
護
保
険
料
口
座
振
替
依
頼
書
（
金

融
機
関
等
の
窓
口
ま
た
は
市
役
所
に

あ
り
ま
す
）

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
医
療
保
険

制
度
と
大
切
な
健
康
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
①
老
人
医

療
受
給
者
」
ま
た
は
「
②
国
民
健
康

保
険
加
入
者
」
で
、
医
療
機
関
で
診

療
さ
れ
た
方
を
対
象
に
送
る
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
通
知
を
受

け
た
こ
と
で
、
特
に
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
下
旬
発

送
予
定
で
す
。

【
内
容
】
9
月
の
入
院
・
通
院
・
歯

科
・
調
剤
の
医
療
費
の
総
額
（
入
院

時
食
事
医
療
費
を
含
む
）。
ま
た
、
①

の
方
は
10
月
に
請
求
の
あ
っ
た
柔
道

整
復
分
の
医
療
費
（
②
の
方
の
柔
道

整
復
分
は
平
成
17
年
1
月
下
旬
発
送

予
定
）。

※
病
院
な
ど
が
医
療
費
の
請
求
を
月

遅
れ
で
し
た
場
合
を
除
き
ま
す
。

①
老
人
医
療
受
給
者

→

保
険
課
高
齢
者
医
療
係
（
内
319
）

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者

→

保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
（
内
314
）

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
工
業

統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
製
造
業
の
事
業
所
を

対
象
に
製
造
品
の
種
類
や
従
業
者
数

な
ど
事
業
所
の
基
本
事
項
を
調
査
し
、

我
が
国
の
産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
重
要
な
も
の
で
す
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
の

記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

→

総
務
課
（
内
414
）

《休日納税窓口》

納税相談もお受けします。
期日＝12月26日（日）
時間＝午前8時30分～午後5時
場所＝納税課（市役所本庁舎2階）

《市税・納期限》

固定資産税（第3期）、国民健康保険税（第5期）の納

期限は12月27日（月）です。お近くの金融機関でお納

めください（郵便局では納期限後は納税できません）。

休日納税窓口では、負担金・使用料等
も納付できます。

〔納付できるもの〕
①児童保育費（保育料）②学童保育費（学童ク

ラブ費）③介護保険料④上下水道料金
※ただし納期限内のもので、納付書を持参した
ものに限ります。

→納税課（内321）

○市税の納付は、
口座振替をご利用ください。

体操の実演

み ず ほ 銀 行

東京三菱銀行

U F J 銀 行

三井住友銀行

り そ な 銀 行

埼玉りそな銀行

東京都民銀行

山梨中央銀行

三菱信託銀行

みずほ信託銀行

中央三井信託銀行

東京スター銀行

八 千 代 銀 行

多摩中央信用金庫

西武信用金庫

太平信用金庫

大東京信用組合

中央労働金庫

東京むさし農業協同組合

郵 便 局

口座振替ができる金融機関等 健
康
講
座
「
乳
が
ん
を
も
っ
と
よ
く

知
ろ
う
」
参
加
者
募
集

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
女
性

が
「
早
く
見
つ
け
る
方
法
」
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
乳
が
ん
と
自
己

検
診
法
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

自
己
検
診
法
で
は
、
乳
房
の
モ
デ
ル

を
使
用
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
17
年
1
月
19
日
d
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
【
講
師
】
佐
久
間

崇
さ
ん
（
国
分
寺
市
医
師
会
医
師
）

【
会
場
】
い
ず
み
プ
ラ
ザ
【
定
員
】
40

健
　
　
康

→

健
康
推
進
課（
市
い
ず
み
プ
ラ
ザ
内
）

1
0
4
2
・
321
・
1
8
0
1

5
0
4
2
・
320
・
1
1
8
1

健
　
　
康

人
【
参
加
費
】
無
料
【
申
込
み
】
電

話
で
健
康
推
進
課
へ

心
臓
検
診
（
24
時
間
）
受
診
者
募
集

コ
ン
パ
ク
ト
な
検
査
器
具
を
1
日

身
に
つ
け
て
、
普
通
に
生
活
し
な
が

ら
測
定
す
る
検
査
で
、
日
常
生
活
に

は
、
ほ
と
ん
ど
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
】
基
本
健
診
等
で
心
臓
検
診
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
市
民
、
お
よ
び

心
臓
に
自
覚
症
状
が
あ
る
市
民
【
費

用
】
無
料
【
申
込
み
】
電
話
で
医
師

会
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
1
0
4
2
・

今
月
は
、

介
護
保
険
料
第
5
期
の
納
期
で
す

納
期
限
は
、
12
月
27
日
b
で
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
で
納
め
る
方
法
）

の
方
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

介
護
給
付
費
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

次
の
対
象
者
の
方
へ
介
護
給
付
費
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

送
付
対
象
者

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
介
護

介
護
保
険

介
護
保
険

→

介
護
保
険
課
（
内
527
）

老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
を
除

く
サ
ー
ビ
ス
を
、
平
成
16
年
7
月
〜

9
月
の
間
に
ご
利
用
さ
れ
た
方

介
護
給
付
費
と
は

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
か
か
っ
た
費

用
の
総
額
の
こ
と
で
、
利
用
者
の
自

己
負
担
額
（
原
則
1
割
）
お
よ
び

国
・
都
・
市
の
保
険
給
付
額
の
合
計

（
原
則
9
割
）
に
な
り
ま
す
　

目
的

次
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
不
適
正
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
防
止
し
て
、
適
正
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
介

護
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
役
立

た
せ
る
こ
と
を
、
主
な
目
的
と
し
て

い
ま
す

○
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
介
護
給
付
費
の
額
と
、
実
際
に
受

第
3
回

生
き
が
い
創
作
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
高
齢
者
生
き
が
い
創
作
活
動
発
表
会
）

障
害
者
セ
ン
タ
ー

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ

パ
ソ
コ
ン
講
座

受
講
生
募
集

①
老
人
医
療
受
給
者

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

医
療
費
通
知
を
送
り
ま
す

平
成
16
年
工
業
統
計
調
査

胃集団検診（Ⅲ期）募集（無料）

検診日時

2月5日（土）・6日（日）・
12日（土）・13日（日）
午前7時30分～11時30分

検診会場 いずみプラザ駐車場

対　　象

市内在住の30歳以上の方（妊娠
中・授乳中または妊娠の疑いのあ
る方、平成16年6月・10月受診し
た方を除く）

定　　員 1日160人　計640人（先着順）
1月11日（火）（必着）までに通常ハガ
キに下記の事項を明記し〒185－
0024 泉町2－3－8 いずみプラザ
内健康推進課へ。1月下旬に受診票
を郵送します。
(1)「胃検診Ⅲ期」希望 (2)氏名
（ふりがなを必ず記入）(3)住所 (4)
電話番号 (5)生年月日 (6)年齢 (7)
性別 (8)健診希望日（第1・第2）
ただし、申込状況により希望日と
異なる場合があります。また、希
望がない場合、無記入。

申込方法
・

決定通知

324
・
0
2
3
8
）
へ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
の
追
加

追
加
医
療
機
関

〇
い
わ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
南
町
3
―

9
―
25
）
1
0
4
2
・
325
・
1
1
0
2

〇
く
ろ
さ
わ
子
ど
も
＆
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
本
多
3
―
7
―
25
）
1
0
4

2
・
323
・
9
6
3
0
※
要
予
約

〇
国
分
寺
街
道
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
東
元

町
4
―
14
―
1
東
元
町
エ
ム
ビ
ル
301
）

1
0
4
2
・
326
・
3
2
3
3
※
要
予
約

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
身
体
状
況
等
を
把
握
し
て
毎
月
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
た
め
に
利
用
者
宅
を
訪
問

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
訪
問
が
な
い
と
き
は
、
事
業
者

へ
の
報
酬
の
支
払
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
料
の
納
付
が
普
通
徴
収
（
納

付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
郵
便
局
の

窓
口
で
納
め
る
方
法
）
の
方
に
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。
申
込
み
は
、
金

融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
に
必
要
な
も
の
】
納
入
通
知



16・12・15 市役所1（042）325 --- 0111
o 市報こくぶんじ市報こくぶんじ 

■(財)国分寺市健康福祉サービ

ス協会から

（1）施設職員募集

【募集職種】①理学療法士（正職

員）2人／実務経験を有し、交

代で土曜勤務できる方②介護職

員（臨時職員）1人／週3日日勤

できる方【勤務場所】老人保健

施設【待遇】協会規程による

（2）機能訓練事業スタッフ募集

【資格】看護師または准看護師

【勤務】週1回金曜日午後1時～

3時30分まで勤務できる方【勤

務場所】ひかり保健センター

【時給】2050円

応募方法 （1）（2）ともに12

月28日（火）までに履歴書・資

格証（写）を〒185－0024泉町

2－3－8国分寺市健康福祉サー

ビス協会へ

面接 後日連絡／→1（042）

321－3531

■ケアハウス入居者募集

（社福）浴光会の老人福祉施

設あじさい苑では、入居者を募

集します。

【対象】60歳以上の方で身体機

能の低下があり、独居生活をす

るには多少の不安のある方。2

人部屋（夫婦）入居希望の方【所

在地】東恋ヶ窪3－23－8／→

あじさい苑1（042）300－

2088

■新春ダンスパーティ（国分寺

レクリエーションダンス協会）

【日時】平成17年1月15日（土）

午後1時～5時【会場】本多公民

館【料金】1000円（前売り）／

生バンド演奏、飲食／→原1

（042）572－5963

s殿ヶ谷戸庭園でお正月を 平

成　17年1月2日（日）・3日（月）

午前9時～午後5時（入園時間は

午後4時30分まで）／管理所を

一部開放して写真パネル展示と

甘酒のサービス、紅葉亭での雅

楽演奏と抹茶（有料）サービ

ス／申込み不要・入園料必要／

→1（042）324－7991
s確定申告はお早めに（東京税

理士会） 無資格者が税金の相

談、申告書の作成、税務の代理

をすることは法律で禁じられて

います／にせ税理士にご注意

を。税理士は、税理士証票を携

帯し、税理士バッジを着用して

います／ホームページアドレス

http://www.tokyozeirishikai

.or. jp／→1（03）3356－

4461
s自衛官採用試験 募集種目＝

2等陸・海・空士（平成16年度最

終採用試験）／応募資格＝18歳

～27歳未満の男子／受付期

間＝平成17年1月下旬まで／試

験期日＝平成17年1月30日

（日）／詳しくはお問い合わせ

を／→国分寺募集案内所1

（042）324－1010

●さよなら2004年ダンスパー

ティー（ダンスサークルオム・

アンド・ファム） 12月26日

（日）午後1時30分～4時30

分／会場＝国分寺Lホール（駅

ビル8階）／料金＝1000円／飲

物付き／→青木1 （042）

324－0680

●新春走り初め大会（国分寺走

ろう会） 平成17年1月2日（日）

午前8時30分受付／会場＝都立

武蔵国分寺公園／参加費＝300

円／新年を迎え楽しく走りまし

ょう。5kmコース、完走証あ

り／→浅川1（042）301－

6937

関 係 団 体関 係 団 体  関 係 団 体関 係 団 体  関 係 団 体
詳しくは各団体へお問い合わせください

官公署等から 官公署等から 官公署等から 
詳しくは各団体へお問い合わせください

催　し　物

サ ー ク ル 名 日　　時 会　　場 入会金 会　費 問い合わせ 備　　考

会 員 募 集

欅友会（自主学習グループ） 学習会スケジュールは「欅友会のしおり」参照 東京経済大学 なし 年2000円 天野1042・325・0025 「欅友会のしおり」は公民館などに常備

国分寺ヨーガサークル 第1・2・4木曜午前10時～11時30分 国分寺労政会館 2000円 月4000円 高木1042・323・5266 初心者歓迎。中高年対象

男の料理　遊友会 第3土曜午後1時30分～5時 ひかりプラザ なし 松永1042・573・7915 若干名募集。中高年の初心者を希望

楊名時健康太極拳　やよい会 毎週日曜午前10時～11時30分 室内プール体育室 500円 月1500円 上島1042・321・2609 見学自由でいつでも大歓迎です

ボーイスカウト国分寺第2団 入団説明会＝12月19日（日）午前10時～正午 市立6小 5000円 月1900円～ 佐藤1042・572・3876 男女募集（年長以上）・野外活動・料理工作・奉仕

国分寺居合道会 毎週日曜午前10時30分～午後1時 市立5小体育館 1500円 月1250円 小室1042・301・5238 小学校3年以上。男女問わず。模擬刀を貸します

※「ひろば」の各サークルの活動・掲載内容の確認、トラブルの解決については当事者間でお願いします。※「ひろば」の掲載については秘書広報課広報担当（内410）へお問い合わせください。

※無料体験・見学ができます。

11
月
14
日
の
ク
リ
ー
ン
運
動
に
は
、

自
治
会
・
老
人
会
・
婦
人
会
・
子
ど
も

会
な
ど
、
104
団
体
、
約
1
万
1
千
200
人

が
参
加
し
、
も
や
せ
る
ご
み
約
13
t
、

も
や
せ
な
い
ご
み
約
1
t
、
そ
の
他
泥

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

洗
濯
機
、
フ
ァ
ク
ス
機
、
ロ
ッ
ク

ミ
シ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
、
麻
雀
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
と
機

械
、
麻
雀
台
と
牌は

い

、
子
ど
も
用
ス
キ
ー

用
具
一
式
、
ス
チ
ー
ル
製
作
業
デ
ス

ク
、
車
い
す

〈
譲
り
ま
す
〉

ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド
、
三
面
鏡
、
ア
ル

ミ
温
室
用
保
温
電
球
、
コ
ン
ポ
ス
ト
、

こ
た
つ
天
板

→

経
済
課
（
内
396
）

ス
プ
レ
ー
で
、
模
様
を
描
い
て
、

線
か
い
て
、
型
を
抜
い
た
り
塗
り
つ

ぶ
し
た
り
、
気
分
に
合
わ
せ
て
ワ
ン

プ
ッ
シ
ュ
。
プ
シ
ュ
〜
ッ
、
プ
シ
ュ
〜
ッ
と

自
由
に
ス
プ
レ
ー
を
吹
き
か
け
て
、

あ
わ
せ
て
み
た
ら
絵
が
完
成
。
そ
れ

が
「
ス
プ
レ
ー
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
」。

当
日
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
の
3

人
が
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
よ
。

【
日
時
】
12
月
22
日
d
午
後
6
時
〜
8

時
【
会
場
】
し
ん
ま
ち
児
童
館
【
対

象
】
中
学
生
以
上
〜
17
歳
【
講
師
】

安
藤
瑛
子
さ
ん
・
鈴
木
千
佳
子
さ

ん
・
志
内
幸
彦
さ
ん
【
参
加
費
】
無

料
※
当
日
直
接
会
場
へ

→

し
ん
ま
ち
児
童
館
1
0
4
2
・
324
・

7
4
8
9

土
な
ど
合
計
14
・
37
t
の
ご
み
を
集
め

適
正
に
処
理
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
を
明
る
く
住
み
よ
い
生
活
環

境
に
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
み
ん

な
で
地
域
清
掃
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

→

ク
リ
ー
ン
運
動
実
行
委
員
会
事
務

局
（
環
境
計
画
課
内
355
）

市
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
を
対

象
と
し
た
医
療
費
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
12
月
28

日
c
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
17
年
1
月
1
日
か
ら
使
用

で
き
る
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】
○
今
年
の
現
況
届
以
降
に
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
停
止
が
解
除
に

な
っ
た
方
○
平
成
16
年
度
の
所
得
が

限
度
額
以
内
の
方
【
申
請
に
必
要
な

も
の
】
①
健
康
保
険
証
②
印
鑑
（
朱

肉
使
用
の
も
の
）
③
全
部
事
項
証
明

﹇
戸
籍
謄
本
﹈（
現
在
、
育
成
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
不
要
）
④

平
成
16
年
1
月
2
日
以
降
転
入
さ
れ

た
方
は
平
成
16
年
度
所
得
証
明
書

（
た
だ
し
児
童
手
当
・
育
成
手
当
・
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
は
不
要
）

→

子
育
て
支
援
課
（
内
384
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育

っ
て
い
く
た
め
に
育
児
の
援
助
を
し

た
い
市
民
（
援
助
会
員
）
と
育
児
の

援
助
を
し
て
ほ
し
い
市
民
（
利
用
会

員
）
と
が
地
域
で
支
え
合
う
育
児
の

相
互
援
助
活
動
の
会
員
組
織
で
す
。

子
育
て
が
一
段
落
し
た
方
も
、
小
さ

い
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
方
も
援
助

会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

援
助
会
員
に
な
る
た
め
に
は
、
心

身
共
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
市
民
で
、

育
児
援
助
者
講
習
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
下
表
の
と

お
り
第
7
回
育
児
援
助
者
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
前

回
よ
り
講
習
会

の
内
容
が
充
実

し
た
た
め
、
時

間
数
が
増
え
ま

し
た
。
第
6
回

ま
で
の
受
講
生

で
未
受
講
講
座

の
あ
る
方
は
セ

ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

小
さ
い
お
子

さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
利
用

会
員
に
な
り
、

保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
有
料
）。

→

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
1
0
4
2
・
572
・
5
4
2
0

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー 

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー 

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー 

お
疲
れ
様
で
し
た

ク
リ
ー
ン
運
動

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

平
成
16
年
度

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

交
付
申
請
受
付

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
育
児
援
助
者
講
習
会
」

参
加
者
募
集

月1000円（半年一括）
材料費1回1500円

きょゆう

児
童
館
6
館
合
同
行
事

中
高
生
向
け
企
画

し
ん
ま
ち
バ
ー
ジ
ョ
ン

「
ス
プ
レ
ー
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
」

扶養親族等の数 本人所得 扶養義務者

０ 人 1,920,000円 2,360,000円

１ 人 2,300,000円 2,740,000円

２ 人 2,680,000円 3,120,000円

☆扶養親族等1人増すごとに38万円加算
☆給与所得等と養育費の８割相当額を加算した額と上記の
額を比較して限度額以内の場合は医療証の交付対象です。
☆扶養義務者は同居をしている血族の方です(例：本人の父
母、祖父母など）

所得制限限度額表

第7回育児援助者講習会プログラムおよび募集要項

日　時 内　容 講　師
講座
番号

1月19日
9:00～ 9:30 国分寺市の子育て支援 子ども家庭支援センター長 11

（水） 9:30～12:00
ファミリー・サポート・センター

アドバイザー 12
の理念と実際

1月21日
10:00～12:00

いまどきの赤ちゃん、子ども、 山岡テイさん
6

（金） お母さん情報 （情報教育研究所所長）

1月26日
9:30～10:00 学童保育所の生活と子どもたち 学童保育所職員 9

（水）
10:00～11:00 保育園の生活と子どもたち 保育園保育士 8

11:00～12:00 子どもと遊ぼう～子どもの発達と遊び～ アドバイザー 10

1月28日
9:00～11:00 子どもと親への関わり 永田陽子さん

2

（金）
～子育て中のお母さんを支えるために～ （臨床心理士）

11:00～12:00 援助活動中の食事の実際 アドバイザー 7

2月1日
9:00～12:00 普通救命講習 国分寺消防署 4

（火）

2月2日
13:00～16:00

自分を知る 矢島京子さん
3

（水） ～子育て支援者の役割と配慮～ （カウンセラー）

2月4日
10:00～12:00

乳幼児の健康への配慮と 健康推進課
5

（金） 家族の精神保健 保健師

2月8日 10:00～12:00 子育て支援の歴史と位置づけ
森田明美さん

1

（火）
（東洋大学社会学部教授）

13:00～14:30 援助会員との交流会 アドバイザー 13

3月2日
10:00～12:00

登録説明会
アドバイザー 14

（水） アドバイザーとの交流
次の資格がある方は、一部受講免除になります。
・保育士、幼稚園教諭（講座8.10免除）・看護師（講座4.5免除）
・21世紀職業財団保育サポーター（講座10免除）
定員 30人　　　　受講料 無料。ただし、救命講習テキスト（1000円）が必要
会場 ひかりプラザ2階　203・204号室　（光町1－46－8、国立駅北口より徒歩5分）

2月1日（火）のみ国分寺消防署（本多1-7-15国分寺駅北口より徒歩15分）
申込方法 平成17年1月4日（火）（必着）までにハガキで、氏名・住所・電話番号・お持ちの資

格名を明記し、〒185-0034光町3-13-20 ファミリー・サポート・センターへ
※第6回までに未受講の講座のある方は、ファミリー・サポート・センターへお問い合せくだ
さい。



教
育
委
員
会
で
は
、「
国
分
寺
市
民

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
」
と
し
て
登
録

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
に
限
り
、
ハ
ガ

キ
に
よ
る
市
内
体
育
施
設
の
団
体
使

用
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
登
録
名
簿
作
成
の

た
め
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
年
度
ご
と
の
更
新
の
た
め
、

平
成
16
年
度
に
登
録
し
て
い
る
サ
ー

【
日
時
】
平
成
17
年
1
月
25
日
c
〜
28

日
f
／
2
月
15
日
c
〜
18
日
f
／
3
月

15
日
c
〜
18
日
f
（
1
講
座
4
日
間
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

【
会
場
】
ひ
か
り
プ
ラ
ザ
【
対
象
】
文

字
入
力
が
で
き
る
市
内
在
住
の
成
人

【
定
員
】
1
講
座
20
人
【
内
容（
予
定
）】

①
地
図
入
り
通
知
文
の
書
き
方
②
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作
り
方
③
絵
は
が
き
づ

く
り
④
自
分
で
描
い
た
絵
を
メ
ー
ル

16・12・15 市役所1（042）325 --- 0111
!0市報こくぶんじ市報こくぶんじ 

古紙配合率70％の再生紙を使用しています。資源は有限です。ごみ減量・資源再利用にご協力ください。

医　　　科 歯　科

午前9時から午後5時 午前9時から午後8時午後5時から午後10時

12
月
19
日
A

12
月
23
日
_

12
月
26
日
A

58

加藤内科クリニック
西恋ヶ窪4-16-11
1（042）321-2110

恋ヶ窪駅 

市役所 

恋ヶ窪公民館 
　　　・図書館 

〒 

46

国分寺診療所
（内）

本町4-12-14
1（042）325-0766

西
武
多
摩
湖
線
 

レストラン 

都
営
ア
パ
ー
ト
 

銀行 

神社 

本屋 

北口 

至国立 花沢橋 
国分寺駅 

スーパー 

なおはら内科・循環器科クリニック
（内・循）

西恋ヶ窪2-2-1 ビーンズアネックス西国分寺3階
1（042）328-7100

155

アライ歯科クリニック
富士本2-23-12シャトー国立1階

1（042）576-1811

金
物
屋
 

ガ
ソ
リ
ン
 

　
ス
タ
ン
ド
 

国立駅 

2小 

コ
ン
ビ
ニ
 

北口 

一
方
通
行
↓
 P

至市役
所 

35

小林内科医院
（内）

本町1-7-3国分寺クリニックヴィレッジ2階
1（042）300-2072

2中 
7小 

国分寺駅北口 

交番 至
国
立
 

69

まこと整形外科
（整）

日吉町3-15-22日吉町クリニックビル1階
1（042）327-2622

至国立 至西国分寺 

内藤橋 

5小 ス
ー
パ
ー
 

5

森谷医院
（内・小）

西元町2-16-11
1（042）321-2429

中央線 

 
いずみプラザ 西国分寺駅 

4小 

資材置場 
消
防
署 

武
蔵
野
線 

泉
町
交
差
点
 

104

池田歯科医院
東元町4-4-35

1（042）326-2981

30m道路（東八道路） 

銀行 

交番 

スーパー 

9

竹中小児科医院
（小）

南町2-10-21
1（042）325-7088

国分寺駅 

至新宿 

GS
至
東
京
経
済
大
学 

殿
ヶ
谷
戸
庭
園 

4

知念医院
東元町3-31-8

1（042）321-1076

63

恋ヶ窪医院
（内・小）
戸倉1-14-12

1（042）321-2795

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
 

銀
行
 

恋
ヶ
窪
駅
 

市役所 

農水省動物 
医薬品検査所 

146

いちかわ歯科クリニック
西恋ヶ窪4-30-3

1（042）322-0876

医　　　科 歯　科

午前9時から午後5時 午前9時から午後8時午後5時から午後10時

12
月
29
日
D

12
月
30
日
E

12
月
31
日
F

1
月
1
日
_

70

よしむらこどもクリニック
（小）

日吉町3-15-22日吉町クリニックビル2階
1（042）321-2002

40

黄田医院
（耳）

本町2-19-5KBビル
1（042）325-5355

2中 
7小 

国分寺駅北口 

交番 至
国
立
 

銀
行
 

45

中島胃腸科クリニック
（内・外・胃・肛）
本町3-13-15

1（042）327-3888

レストラン 

本屋 

北口 

国分寺駅 

128

一ﾉ宮歯科医院
本町3-11-15石川ビル2階

1（042）326-1818

交番 

書店 

本多公民館 
図書館 

銀行 

石川ビル2階 

北口 

レストラン 

信用金庫 

国分寺 

34

山本小児科医院
本町1-7-3国分寺クリニックヴィレッジ1階

1（042）325-3101

2中 
7小 

国分寺駅北口 

交番 至
国
立
 

救1
国分寺南町診療所
南町2-11-11

1（042）323-6700

国分寺駅 

南口 

殿
ヶ
谷
戸
庭
園 

17

海沼内科
（内）

南町3-1-29
1（042）322-4130

銀行 

公園 

マンション 

保育園 

東元町三丁目 

国分寺駅 至新宿 

南口 

129

山口歯科医院
本町3-17-2

1（042）321-5151

レストラン 

日
立
中
央
研
究
所
 北口 

西
武
多
摩
湖
線
 

国分寺駅 

59

にしおクリニック
（内・小・循・呼・ア）
西恋ヶ窪4-30-3

1（042）320-5580

市役所 

市役所 
第3庁舎 

ス
ー
パ
ー
 

パ
チ
ン
コ
店
 

恋
ヶ
窪
駅
 

中
古
車
 

　
セ
ン
タ
ー
 至国分寺 

79

三谷耳鼻咽喉科医院
（耳）

光町1-37-15
1（042）572-3643

北口 
国立駅 

交番 

65

行野医院
（内・小）

戸倉2-26-16
1（042）572-4416

戸倉2丁目 
　　バス停 

日
吉
町 

　
交
差
点 

至国立 至恋ヶ窪駅 

マンション 

116

井上歯科医院
南町3-19-1

1（042）321-1044

国分寺駅 

南口 

1階テニスショップ 
2階井上歯科 

本屋 

◯診療対象は急病患者のみです。往診はしません。
◯場所は、4月1日号市報折り込み「国分寺市休日急病診療協力お医者
さん案内」でもご確認いただけます。当日は急病患者対応のため、
電話での場所案内はご遠慮ください。
◯健康保険証、老人医療証（健康手帳）をご持参ください。
◯テレフォンサービス 1（042）322-7700（テープ）

休　日　急　病　診　療

〈24時間テレフォンサービス〉（相談員対応）
東京都保健医療情報センター健康案内「ひまわり」
http://www.himawari.metro.tokyo.jp/
1（03）5272－0303
5（03）5285－8080（聴覚障害者向け専用）

国分寺消防署医療機関案内
1（042）323－0119

東京消防庁多摩災害救急情報センター
1（042）521－2323

国分寺駅 

南口 

殿
ヶ
谷
戸
庭
園 

市
内
救
急
医
療
機
関

救1
国分寺南町診療所

南町2-11-11
1（042）323-6700

77

福沢内科
北町5-7-2

1（042）324-7119

21

国分寺駅前クリニック
（精・心内）

南町3-15-10ヒラキビル2階
1（042）323-4667

36

本町クリニック
（整・内）

本町2-7-10エッセンビル2階
1（042）324-6643

141

岩田歯科医院
東恋ヶ窪6-1-30

1（042）321-4181

至国立 至西国分寺 

内藤橋 

5小 ス
ー
パ
ー
 至

浦
和 

至
東
村
山 

府
中
街
道 

銀行 

至新宿 至立川 

3F

西国分寺 
　レガビル 

西国分寺駅 

市役所 

ス
ー
パ
ー
 

パ
チ
ン
コ
店
 

恋
ヶ
窪
駅
 

中
古
車
 

　
セ
ン
タ
ー
 至国分寺 

市役所 
第3庁舎 

ク
ル
も
新
た
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
度
途
中
で
の
追
加

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
提
出
書
類
】①
活
動
調
査
表
・
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ク
ル
加
入
状
況
調
査
表
等

（
指
定
の
用
紙
）②
会
員
名
簿
③
会
則

【
提
出
方
法
】
平
成
17
年
1
月
14
日
f

（
必
着
）ま
で
に
、
〒
187-

0022
小
平
市
上

水
本
町
6
―
22
―
1
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
提
出

※
活
動
調
査
表
な
ど
指
定
用
紙
は
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
室
内
プ
ー

ル
・
ひ
か
り
プ
ラ
ザ
各
窓
口
で
12
月

15
日
d
か
ら
配
布
し
ま
す
（
指
定
用

紙
の
郵
送
は
し
ま
せ
ん
）。

※
書
類
を
提
出
し
て
も
、
認
定
条
件

が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
登
録
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

→

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1
0
4
2
・
326
・

2
2
1
1

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
で

豊
か
な
人
間
性
と
多
様
な
個
性
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
、
文
化
庁
と
市
の
共

催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
演
技
・
歌
・
舞
台
・
衣
装
づ

く
り
を
通
し
て
、
芸
術
の
す
ば
ら
し

さ
、
皆
と
創
り
上
げ
て
い
く
う
れ
し

さ
を
体
験
し
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
小
中
学
生
が
公
演

本
番
に
向
け
て
一
生
懸
命
練
習
・
準

備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

公
演
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
17
年
1
月
5
日
d
午
後

3
時
〜（
2
時
30
分
開
場
）【
会
場
】
市

立
い
ず
み
ホ
ー
ル
【
演
題
】
ド
レ
ミ

の
歌
〜
ト
ラ
ッ
プ
一
家
の
愛
と
絆

き
ず
な〜

※
入
場
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券

を
12
月
20
日
b
か
ら
生
涯
学
習
推
進

課
（
市
役
所
第
3
庁
舎
2
階
）
で
配

布
し
ま
す
。

→

生
涯
学
習
推
進
課
（
内
463
）

来
場
者
お
よ
び
各
参
加
団
体
の
皆

さ
ん
か
ら
の
義
援
金
総
額
は
、
36
万

4
千
62
円
と
な
り
、
読
売
新
聞
社
の

新
潟
県
中
越
地
震
救
援
募
金
係
に
送

金
し
ま
し
た
。

→

国
分
寺
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
内
541
）

市
で
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
で
被

災
し
た
方
々
へ
の
義
援
の
た
め
、
11

月
ま
で
市
役
所
庁
舎
や
市
の
施
設
内

に
募
金
箱
を
設
置
し
、
募
金
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
総
額
304

万
4
千
368
円
と
な
り
、
日
本
赤
十
字

社
新
潟
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

→

生
活
福
祉
課
（
内
346
）

ま
た
、
国
分
寺
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
11
月
7
日
の
国
分
寺
ま
つ

り
会
場
内
で
中
越
地
震
義
援
金
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
11
月
7
日
の
国
分
寺
ま

つ
り
会
場
内
で
、
佐
渡
市
の
曽
我
ひ

と
み
さ
ん
へ
の
支
援
募
金
を
行
い
ま

し
た
。
募
金
総
額
は
、
3
万
8
千
858

円
と
な
り
、
佐
渡
市
帰
国
家
族
支
援

室
へ
送
金
し
ま
し
た
。

→

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
内
541
）

で
送
る
【
費
用
】
3
千
円
【
申
込
み
】

12
月
22
日
d
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
の
往
信
用
裏
面
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
希
望
月
（
第
2
希

望
ま
で
）
を
、
返
信
用
あ
て
名
面
も

明
記
し
、
〒
185-

8501
国
分
寺
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
推
進
課
へ
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
。
た
だ
し
平
成
14

年
度
以
降
、
生
涯
学
習
推
進
課
主
催

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
募
集
の
う
ち
3
回

は
ず
れ
た
方
は
優
先
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
旨
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

※
過
去
に
受
講
し
た
方
も
応
募
で
き

ま
す
。→

生
涯
学
習
推
進
課
（
内
462
）

平
成
17
年
度
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
」
の
登
録

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
曽
我
ひ
と
み
さ
ん

支
援
募
金
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
新
潟
県
中
越
地
震

災
害
義
援
金
」

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
公
演

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

応
用
編
〜
地
図
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か

東京ガス 

国分寺駅南口 

至国立
 


